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序章　終末のとき













　　　　１




　結局、人類の前に最終的に残った問題は〝数〟であった。

　医学のさらなる進歩──

　人類を統とう合ごうした新たな社会組そ織しきの出現による、戦争の回かい避ひ──

　それは人類にとって進化にも等しいことだったかもしれない。

　人々は自みずからの種族を賛さん美びした。もはや人類にとって脅きよう威いとなるものは存在しない。人類は永遠の繁はん栄えいを謳おう歌かできる──

　確かに病びよう原げん菌きんやウイルス、さらには戦争といったものをなにも心配しなくていい世界は理想社会と言っていいだろう。

　が、人類は忘れていたのだ。

　人類という種族にとって、もっとも害を為なすのが「人」であることを。

　人の数。

　人口問題がこの種族の存そん亡ぼうに関かかわる問題となるまで、さほど時間を要しなかった。

　気がつけば、地球は人で埋うまっていた。これ以上、隙すき間まがないほど。

　その瞬しゆん間かんから、すべてがおかしくなり始めた。

　やがて、一部の良りよう識しき者しやたちの言う〝レミングスの暴ぼう走そう〟に人類は突とつ入にゆうする。




　あらゆる対策がとられ、そのすべてが失敗に終わった。

　海洋計画。

　スペースコロニーの建造。

　太陽系の他た惑わく星せいの開発。

　失敗の理由はいくつもありすぎて特定するのも馬鹿馬鹿しいことだった。

　ただ言えることは、ともかく一つでも成功していれば、〝レミングスの暴走〟に至いたる事じ態たいは回かい避ひされたということだ。

　地球はぎゅうぎゅうの満員電車と同じ。人口密度過多な閉へい鎖さ空間。

　人々の心は荒すさみはじめた。命というものに関する倫りん理り観かんがどんどんよくない方向に向かっていく。

　不ふ妊にん手しゆ術じゆつや中絶が奨しよう励れいされ、高こう齢れい者しやに対する強制的な安楽死すら立法化された。それでも人口は減へらない。

　少なくなった食しよく糧りようを求め、貧ひん富ぷの差が広がり、犯はん罪ざいが激増する。

　人は人を憎にくみ、ついには自らを縛しばり付ける大地をも憎んだ。

「地球という牢ろう獄ごくを抜ぬけ出したい！」

　そんなことを人々は口にするようになる。

　もはや人の命を軽いものとしか考えなくなっていた為い政せい者しやたちはそこに目をつけた。




　　　　２




　かつて日本と呼ばれた島の一角に少年は暮くらしていた。

　一五歳という年齢ながら、町の片かた隅すみのアパートで一人、寝ね起おきする。

　親兄弟はいる。まだ生きている。

　が、少年は一人だった。

　貧ひん困こんと向き合って彼は育った。

　物もの心ごころついて以来、親に聞かされた言葉はただ一つ。

「おまえなんか生まれてこなければよかったのに……」

　それが少年の心をどれだけ傷つけたか、想像に難かたくない。

　もっともこの時代、どの家でもこれに近い雰ふん囲い気きがあった。

　なにかが狂っている。

　そんな環かん境きようでも彼の心が荒すさまなかったのはある意味、奇き跡せきと言えた。

　一四歳のとき、少年は家を出た。未練はなかった。

　少年の名は徳とく川がわ家いえ安やすという。




「おい、家安、いいバイトがあるんだけどよう」

　隣となりの部屋に暮らす末すえ吉きちがそんな話を持ってきたのは、その年も暮れようとしている頃ころだった。

「いいバイト!?」

　家安は思わず立ち上がった。

　それまでは空腹で動くことも億おつ劫くうだったのだが、その空腹を満たすことができるかもしれないチャンスを逃のがすわけにはいかなかった。

「どこだ？」

「なんかよく知らねえけど研究所らしいぜ」

「研究所？」

　末吉という人間は、家安からすればいったいどこで、というくらい情報を拾ひろってくる。あまり要よう領りようのよくない家安にとっては実に頼たよりになる男であった。

　末吉のほうも、その家安のどこか朴ぼく訥とつなところに好意を持っているらしい。

「ああ。なんか、人のいやがる雑ざつ用ようがあるそうだ」

「雑用……行こう、すぐに行こう！」

「せっかちなヤツだな。ま、でも行くか」

　二人はその日のうちに出かけていった。




　その研究所というのは郊こう外がいにあった。郊外というよりも、ほとんど山の中である。

「でかい……」

　家安はその研究所の大きさに圧あつ倒とうされた。

　山全体に研究施設が連つらなっていると言っても過言ではない。

　通された事務室で二人はバイトの内容を聞かされた。

「死体の整理だよ」

「いっ!?」

　死体と聞かされてドキッとしたが、特に犯罪や秘密組織というわけではなかった。

　ここはれっきとした政府の合法機関で、機械と人間を融ゆう合ごうさせる研究を行っているらしい。

　家安はよくは理解できなかったが、例たとえば生体コンピュータのようなものだ。人間の脳のうを機械で補おぎなって、よりファジーな判断のできるコンピュータを開発する。

　死体というのはその実験に使われた人たちの身体からだだった。

　実験体となる人間は無む理り矢や理りというわけではない。志し願がん制せいだ。

　この時代、すでに人の倫りん理り観かんというものはそこまで退たい廃はいしていた。意志さえあれば、人体実験の材料となることすらできる。

「なんだかな……」

　それでも家安は嫌けん悪お感かんを抱いだかずにはいられなかった。

（世界は狂ってる……）

　係員に案内され、死体置き場についたとき家安は思った。

　その部屋には人の死体が山と積まれている。どれも死んで間もないらしく、中にはまだ温かいものまである。

　皆、頭が割られていた。どうやら係員が教えてくれた人間の脳を使った実験を繰くり返しているらしい。

（終末……）

　人類は黄昏たそがれを迎むかえている──それは家安の常つねに思っていることだった。

　家安も多くの他の者と同じようにこの星に絶望していた。

　だからといって死のうと思ったことは一度もない。

　生きようという意志は人一倍強かった。

　過か酷こくで不幸な境きよう遇ぐうだったが、生き抜ぬけばなにかあるかもしれない──そんな希望が家安にはまだ残っていた。

　だが、それにしてもこの現状はどうだ。

「ふう……」

　死体運びは決して気持ちのいいものではなかったが、ひさかたぶりにつかんだバイトを放す気はなかった。

（オレも狂ってきたのかな……）

　死体を運び出しながら家安は思った。




　そんなバイトが何日か続いたある日、末吉がなにか悩なやんでいる表情で家安に言った。

「なあ、家安、こいつらどうなったか知ってるか!?」

「こいつら……？　この死体のこと？」

「ああ……。こいつらな……実は死んでないって話だぜ」

「は？　意味がよくわからないけど……」

「ここにあるのは身体だけで、脳のほうは死んでないとよ」

「脳のほう……」

「ほら、最初に言われたろ。生体コンピュータ！　あれにされて、脳だけは何百年も生き続けるそうだ」

「えっ？」

「なあ。今はやりの宇宙移民とどっちがいいと思うか？」

「末吉!?」

　一いつ瞬しゆん、家安は末吉が冗じよう談だんを言っているのだと思った。

　けれど、末吉の顔を見たとき、家安は怪け訝げんな表情になる。

　真しん剣けんだ。

　末吉はどうやらこの研究所の人体実験の材料に志願しようと考えているらしかった。

（宇宙移民とどっちがいいかなんて……）

　すでに家安が生まれた頃から宇宙移民は始まっていた。

　宇宙船の中で冷れい凍とう睡すい眠みんさせられ、未知なる宇宙へと旅立っていく。

　政府も奨しよう励れいし、志願者が列を成しているとのことだった。

「来たれ『開拓精神フロンテイア・スピリツト』を持つ者たちよ」

　地球に絶望した人々にとって政府の言う「開拓精神」という言葉が最後の福ふく音いんのように心を打つのだ。

　地球に絶望しているのは家安も例外ではなかったが、宇宙移民に志願するつもりにはなれなかった。

　宇宙移民が始まって二〇年近く経たつが、未いまだにはっきりとした成功は発表されていない。

　宇宙移民の結果が出るのは何百年も先のことである──

　政府の公式の発表はそういうことだったが、家安は額面通りにとらえることができなかった。

「きっと成功などほとんどないに違ちがいないさ……。人口過多に悩なやんだ政府の、一種の〝姥うば捨すて〟行こう為いだな。その言葉にのるってことは逃にげるってことだよ」

　末吉ともそんなことを常つね日ひ頃ごろから話していた。末吉ももちろん同じ意見だった。

（その末吉が……）

　家安は真剣な表情で末吉に言った。

「おい、末吉、バカなことを考えるのはよせ！」

「…………」

「人体実験の材料も、宇宙移民も、どっちも眉まゆ唾つば物ものだぜ！　確かなことはなにもないじゃないか！　そんなこと考えるよりも……」

「じゃあ、このまま生きていれば確かなことがあるのか!?」

　いきなり末吉が怒おこったように叫さけんだ。

「末吉……？」

　家安は啞あ然ぜんとなって末吉を見る。

「家安！　このまま生きていればなにかいいことがあるのか!?　オレたちは毎日腹はら一いつ杯ぱい物が食えて、こんなところで死体相手の仕事をしなくても暮くらしていけるって言うのか！　オレはもういやだ！　いやなんだよ！」

　末吉は興こう奮ふん状じよう態たいにあった。

　顔を真まっ赤かにして怒ど鳴なり散らしている。

「落ち着け、末吉！」

「なんの希望がある？　こんな星に生まれて、なにが望める!?　家安、おまえ言ってたな！　親にさんざん、生まれてこなければよかったのにって言われたって！　オレは自分で思うぜ！　こんな星に生まれてこなければよかった！」

「末吉……」

「やってられるか！　やってられるか、こんなこと！　人間なんかやってられるか！　なんでこんなに惨みじめな思いをしなきゃならないんだ！　なんで！　なんでだ！　希望なんかあるもんか！」

「…………」

　怒鳴り疲つかれたのか、肩かたでハアハアと息をしてる末吉を、家安は呆ぼう然ぜんと見つめていた。

　末吉がそんなふうに考えていたなんて──

　そして、末吉の言うことはすべて家安の胸むねにも突つき刺ささる。

（末吉の言っているとおりだ……）

　絶望的な気持ちが家安の心を覆おおっていく。

（未来になんの希望も持てない……。だからといって逃にげるあてがあるわけでもない。宇宙移民に行った人間たちは逃げたんじゃないのかもしれない……。希望にすがって出ていった……そうなのかも……）

　気がついたときには末吉の姿はなかった。

　それでも家安はしばらくその場に立たち尽つくしていた。




　次に末吉に会ったとき、彼は物言わぬ身体からだになっていた。

「末吉……」

　家安はあふれる涙なみだを拭ぬぐおうともせず、末吉の死体を運んだ。

　その日、家安はバイトをやめた。




　翌よく日じつ、家安の姿は近くの役所の出張所にあった。

「宇宙移民に応おう募ぼしたいんですが」

　無愛想な顔をこちらに向けている窓口の男に家安は言った。

（もうこの星にはいたくない……）

　手続きを終えて数日後、家安の乗る船の名が知らされた。

　それは『メソポタミア号』といった。
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「レミングスの暴ぼう走そう……なるほど言い得て妙みようですな」

　きちんとした身なりの男がうなずいていた。

　そこは広い会議室だ。

　議長席に陣どん取どった男が薄うすい笑えみを浮うかべて言う。

「レミングスは増えすぎると、人口調節のため、自みずから死の行進を始める。人間にもそのような習性があれば、我々はもっと楽だったかもしれん」

　居い並ならぶ男たちをこの星の多くの人間は知っていた。

　統合政府の中ちゆう枢すうに、もう何十年も居い座すわっている男たちだった。

「今年はもう何なん隻せき出たのか？」

「報告書にあるとおり、一万隻を越こえてます。今年が終わるまでには五万隻を出したいと思っています」

「それでもせいぜい二億人程度か……まだまだ減らしたらぬな」

「やはり立法化の検けん討とうに入りましょう。宇宙移民法。なに、議会はすぐに承しよう認にんしますよ」

「早く適正な数にしなければ残らねばならぬ者まで滅ほろびてしまいますからな。議員連中もちゃんと知ってますよ」

「ふむ」

　議長席の男は、ふと思い出したように言った。

「そういえば、彼らの中で無事たどりついた者がいるという噂うわさは本当か？」

「閣かつ下か、それは噂ですよ。科学者が言っておりました。そのようなことは絶対にあり得ないと。なんの改造もなく居住可能な惑わく星せいなどありはしないと」

「そうか。それならばいい。出ていった連中のほうが『箱船』になってはかなわんからな」

　議長席の男は声を立てて笑った。

　つられて、居並ぶ者たちも笑っていた。
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「海はいいなぁ！　海は！　男はやっぱり海に出ないと一いち人にん前まえになったと言えないよねえ！　ああ、母なる海よ！　我われ、ついにあなたの腕うでの中に乗り出したり！　ドレチャカミレチャカ。バイ、花はな形がた美み剣つるぎ」

　のっけから浸ひたりきってるこの男。そう、世界最高の美形にして、人類史上最高の愛の詩人……と本人だけが思っている──花形美剣だ。

　今、花形は酔よっていた。自分に。海という素す晴ばらしい素材を前に、花形のアメーバよりは少しましな詩的才能が爆ばく発はつしようとしたそのとき、一気にすべてを現実に引き戻もどす声が響ひびく。

「なに悠ゆう長ちようなこと言ってやがんだ、花形」

「えっ!?」

「てめえ！　この状じよう況きよう、わかってんのかぁ！　おわっ！」

　横よこ風かぜでバランスを崩くずし、小お樽たるがその場にひっくり返った。

「小樽！」
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「マスター！」

　ライムとチェリーが慌あわてて小樽の身体からだを支える。それでなんとか海の中に落らつ下かすることだけは免まぬがれた。

　それにしても──

　激はげしい高たか波なみ。

　凄すさまじい暴ぼう風ふう雨う。

　そうなのである。嵐あらしだ。

　小樽と六人のセイバーマリオネットと花形はよりにもよってこの嵐の中、大おお海うな原ばらに木をロープで結むすんだだけの筏いかだの上にいたりするのだ。




　ギギィィィィ……ザバァァァァァァァァ……




「おわっ！」

　嵐の中、筏はまるで木この葉はのように波にもてあそばれる。ひっくり返らないのは奇き跡せきとしか言いようがない。

「いやあ、小樽クン、大変なことになったねえ、はははは」

「だからそのノーテンキな言い方をやめろって言ってるだろ！」

「だいたい、だれだい!?　筏なんかで海を渡わたろうなんて言い出したのは？　ボクの美的感覚にはとても合わないことだなぁ」

「てめえだ！　花形、てめえだよ！」

「あれ、そうだったっけかな？」




　ドカッ！




「ぐへ……」

　ごまかし笑いをする花形の顔がん面めんにブラッドベリーの拳こぶしが突つき刺ささった。

「ええい、花公！　おまえはちょっと黙だまってろ！」

「マスター！　あたしの計けい算さんによると筏がバラバラになるまで、あと九分四二秒一九、プラスマイナス零ゼロコンマ二」

「小樽様……」

　チェリー、ブラッドベリー、ティーゲル、ルクス、パンターの顔かお色いろが変わる。

　いつもは花形と並ぶノーテンキなライムも事ことの重じゆう大だいさを理り解かいしたらしく慌あわてた表ひよう情じようになっていた。

「うわっ、小樽、これって大変なことだよね。どうしよう、どうしよう？」

「どうするもこうするもないわ！　みんな、小樽様をしっかりと守るのよ！　海に落ちても絶ぜつ対たいに小樽様から離はなれないで！」

「わかった！」

「あの、ボクは……？」

　と、花形。

「おめえは一人ひとりでどっかに流れてろ！」

「ヘンだ！　超ちよう絶ぜつ美び形けいは絶対に死なないもんね！」

「あ、そう。だったら流れてろ」

「いやぁ～ん、捨すてないで～～～」

「あー、うっとうしい！」

「嵐の前にこのオレの拳であの世に……」

「ちょっとブラッドベリー！　パンター！　そんなヘンなのにかまっている間あいだに筏いかだが……きゃぁっ！」




　バキバキバキバキバキバキバキィッ！




　いきなりだった。

　丸まる太たを結んでいたロープが切れ、筏がバラバラになったのだ。

　小樽をはじめ、六人のセイバーマリオネット、そして花形は荒あれ狂くるう海に放ほうり出される。

「うわっ！」

「きゃっ！」

「小樽！」

「小樽様！」

「小樽くぅ～～～～ん！」

「やだ、あたしの計算より二分も早い！」

「そんなこと言ってる場合じゃねえだろ！　小樽！」

「小樽ぅ！」

「みんな無ぶ事じか!?」

　嵐の中で声も途と切ぎれがちだ。

　それでもなんとか全員が近くにその姿すがたを確かく認にんしたときだった。




　ビカァァァァァァァァァァァァァァァッ！




　ちょうど海かい面めん目め掛がけて強きよう力りよくなプラズマが稲いな妻ずまとなって突つき刺ささった。

「わぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

「きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　小樽と花形は気を失うしない、さらにセイバーマリオネットたちも衝しよう撃げきで一時的に機き能のうを停てい止しして、高波に飲のみ込まれていった。




　　　　２




　事の発ほつ端たんはこういうことだ。

　ペスカトーレたちと別わかれた後、小樽はライムたち、セイバーマリオネットの修しゆう理りのため、一いつ直ちよく線せんに西安シーアンに向かった。

　ライム、ブラッドベリー、ティーゲル、パンターは重じゆう傷しようだ。比ひ較かく的てき軽けい傷しようのルクスとチェリーでも検けん査さをする意義は十分にある。

　だがのんびりともしてられない。

　西安で、ホスト・ローレライや王おう庸よう平へいの協きよう力りよくを得えて無事に修理を終えると、休む間まもなくふたたびマカオの港みなとまでやってきた。一いつ刻こくも早くニューテキサスのあるアメリカツー大たい陸りくに渡わたるためであった。

　小樽にしてみればこんなところでグズグズしているわけにはいかなかった。ニューテキサスに行き、メソポタミア号の不ふ時じ着ちやく地点のデータを手に入れなければならないからだ。

　おそらく、すでにニューテキサスとゲルマニアの戦たたかいは始まっているだろう。テラツー最さい強きようのゲルマニア軍相手にニューテキサスはどこまで保もつか。

　撃げき退たいできれば良し。撃退できなければメソポタミア号はゲルマニア総そう統とうファウストの手に落ちる。

　ただ、小樽には気になっていることもあった。

　出発前に家いえ安やすが言った言こと葉ば──




『小樽、ニューテキサスとゲルマニアの戦いに我らは介かい入にゆうせぬ』

『あの地はゲルマニアに並ならぶ危き険けんな土地じゃ』




（ありゃいったいどういうことなんでえ？　ニューテキサスっていったい……？）

　だがその疑ぎ問もんを考える前に、小樽たちには考えなければならないことが待まっていた。




「ええっ!?　船が一いつ隻せきもない!?」

　マカオに戻もどってきた小樽たちを待っていた現げん実じつがこれだった。

　先のゲルマニアとの戦せん闘とうでマカオにあった船は残らず使つかい物ものにならなくなっていたのだ。

　しかも、本ほん来らいならば来るはずのニューテキサスからの定てい期き便びんも来ないという。おそらくゲルマニアとニューテキサスの間で戦せん端たんが開かれ、定期便の運うん航こうもままならなくなっているのだろう。

「困こまりましたわねえ……こんなことならバルフィッシュに乗せてもらうんでしたわね」

「ああ……」

　小樽がすっかり途と方ほうに暮れたとき、いきなりノーテンキな叫さけび声が聞こえてくる。

「だいじょぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぶっ！」

「花形!?」

「愛あいする小樽クン！　悲かなしがることなんかないよ！　ボクにとっておきの名めい案あんがあるからさぁ！」

「名案……？」

　溺おぼれる者は藁わらをもすがる。

　このとき、花形の口くち車ぐるまに乗ってしまったことが小樽たちの運うん命めいを決めたのだ。

　あの恐おそろしい運命を！

　……とな。




　　　　３




　ざぁぁぁぁ……




　どこからか波の寄よせる音が聞こえる。

（センサー始し動どう……周しゆう囲いの環かん境きよう……窒ちつ素そ七八．〇八パーセント……酸さん素そ二〇．九四パーセント……アルゴン〇．九三パーセント……二に酸さん化か炭たん素そ〇．〇三九パーセント…………大気中である可か能のう性せい九九．九九八パーセント）

　チェリーはゆっくりと目を開いた。

　プラズマにより停止していた諸しよ機き能のうがようやく動き出したのだ。

「ここは……？」

　チェリーは砂すな浜はまの上にいた。

　青い空。

　透すき通とおった海。

　どこまでも白い砂浜。

「…………」

　チェリーのセンサーがどこまでも広がっていく。

　太陽の位い置ちや波のうち寄せる角度、それは磁じ場ばやプラズマの密みつ度どにまで及およんだ。

「島しま……ここは島だわ。離はなれ小島。周囲は千キロに亘わたって海……。ということは、嵐あらしによって流されたのね」

　と、そこまで認にん識しきしたとき、チェリーはとんでもないことを思い出した。ある意い味み、命よりも大切なこと。

「そうだ！　マスターは！」

　センサーをもう一度始動させればいいのだが、とっさのことでそこまで頭が回らない。

　こういうところが乙女おとめ回かい路ろを持ったセイバーマリオネットなのだ。

「マスター！　マスター！　マスター！　ああ、あたしはなんてことを！　あの嵐の中でマスターを見み失うしなうなんて！」

　チェリーは思いっきり後こう悔かいした。

　あくまで小樽あっての自分。その命よりも大切なマスターが危き機きに陥おちいったとき、自分はよりによって機能を停止していたなんて……。

（もし、もしマスターが……いや、そんなこと考えたくない！　でも、もし万まんが一いち……そんな絶ぜつ対たいに起こって欲ほしくない事じ態たいが発はつ生せいしたときは……あたしは……あたしはマスターのあとを追うわ！　マスター！）

　チェリーは完全にパニックになっていた。

　考えてみればこのとき仲なか間まのセイバーマリオネットたちも姿が見えなかったのだが、今のチェリーにとってそれはさしたる問もん題だいではなかった。

　ともかくまずマスター──小樽なのだ。

「マスター！　マスター！　小樽様ァッ！」

　チェリーは叫さけびながら走った。

　特にあてがあったわけではないが、ともかく走らずにはいられなかった。その最さい悪あくの考えを払ふつ拭しよくするためにも。

　そして──

「ああっ！」

　チェリーの疾しつ走そうは無む駄だではなかった。

　視し線せんの先に倒たおれた人ひと影かげがあった。波なみ打うち際ぎわにうつ伏ぶせに倒れている。

「あれは……！」

　ズブ濡ぬれの黒い髪かみと服には見覚えがある。チェリーが間ま違ちがえるわけがない。

　そう、小樽だった。

「マスター！　マスター！」

　チェリーは脇わき目めもふらずに駆かけ寄よった。

　抱だき起おこす。

　外がい傷しようはない。

「……息いきはある！　生きてる！　生きてるわ！　マスター！」

　喜よろこびのあまりチェリーは涙なみだを流していた。

　小樽の心しん臓ぞうはちゃんと動いている。ただ、気を失うしなっているだけのようだ。

「マスター！　しっかりしてください！　マスター！」

　チェリーの呼よびかけにも、小樽の覚かく醒せいする気け配はいはなかった。

「こういうときは……確たしか……」

　いきなりチェリーの顔がボッと赤くなる。

「そうよ、こういうときは……じ、人じん工こう呼こ吸きゆうよ！　マウス・トゥー・マウス……よね！」

　チェリーは緊きん張ちようした顔でじっと小樽の顔を見た。

　小樽は安やすらかな寝ね顔がおをしている。

　チェリーにとって、この世のどんなものよりも美しく見える。

「ああ……素す敵てき……」

　涼すずやかな目め元もと。

　形のよい鼻はな。

　そして、唇くちびる……。

（ああ……私、今から……）




　ドキン……ドキン……ドキン……




　乙女おとめ回かい路ろの鼓こ動どうが速はやくなる。

　チェリーの視線は一点に注そそがれていた。

　そう、小樽の唇に。

（こ、これはマスターのためよね。仕し方かたのないことよね。マスターを起こすためだもん！　こういうときはこれしかないって、天てん地ち開かい闢びやくの時から決まっているのよね！）

　ゆっくりチェリーの顔が小樽に近づいていく。

（ああ……どうしよう。どうしよう。あたし、このまま……そうよ、きっとあたし……このあとで……）

　興こう奮ふんし、飛ひ躍やくし始めたチェリーの思し考こうは千せん里りの彼方かなたを走る。

　彼女の十お八は番こ──必ひつ殺さつの妄もう想そうが始まろうとしていた。




　　　　４




　静しずかにキスをするとマスターはゆっくりと目を覚さますの。

　そして、なにごともなかったかのようにあたしの顔を見ていうんだわ。

「おはよう、チェリー」

「えっ!?　マスター……？　どうして？　なぜ驚おどろかないんですか？」

「オレを起こしてくれるのはキミだとわかっていたよ」

「ええっ!?」

　そんなことを言いながら、マスターはまだ離はなれていないあたしの身体からだに手を伸のばし、そのまま──

「あっ……」

「やわらかい……これがチェリー……キミなんだね」

「マスター……」

「この日を待まっていたよ、チェリー」

「どういうことですか、マスター？　それって……？」

　マスターはキラキラと目を輝かがやかせ、あたしをじっと見つめる。

　そして、マスターは言うのよ。その衝しよう撃げき的てきな事じ実じつを。

「実は、今回の旅もあの嵐あらしもすべて仕し組くまれたことだったんだ」

「えっ!?」

「すべては……キミとふたりっきりになるための方ほう策さくだったんだぁぁぁぁぁぁっ！」

「ああっ、マスター！」

「チェリー……これでオレたちはふたりっきりだ！　さあ、結けつ婚こんしよう！」

「結婚……マスター……」

「マスターなんて呼ばないでくれ。小樽と言ってくれ。さあ」

「お、小樽……さん」

「チェリー！」

「小樽さん」

「チェリー！」

「小樽さぁぁぁぁぁん！」

　ガバッとマスター……いいえ、小樽さんはあたしをいきなり砂すな浜はまに押おし倒たおすの。

　そして、あたしの服ふくを……。

「ああ、小樽さん、だめ！」

「キミのすべてが見たいんだ！　そして、キミをオレのものにしたいんだぁぁっ！」

　ビリビリビリとあたしの服は破やぶられて、そして……。

「ごめんなさい、小樽さん……胸むね、ないでしょう」

「いいや！　オレはこのほどよく膨ふくらみ手にすっぽり収おさまるくらいの胸が好きだったんだぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

「ああ、小樽さぁぁぁん、好きにしてぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　……なぁんちゃって、なんちゃって、なんちゃって、なんちゃって！




　　　　５




　気がつくとチェリーは服を脱ぬいでいた。妄もう想そうと現実の狭はざ間まで区別がつかなくなったらしい。

（あら、やだ。あたしったらなんで裸はだかになんかなってんのかしら？）

　上じよう気きした顔で、てへっとばかり舌したを出す。

　そして、次の瞬しゆん間かん、ヒッと引きつった顔になった。

　間ま近ぢかにあった小樽の目がしっかりと開いていたのだ。しかも、まるで見てはいけないものを見てしまったような啞あ然ぜんとした表ひよう情じようで。

「き……き……き……きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　天をも引ひき裂さくかと思われるほどの悲ひ鳴めいが響ひびきわたった。

「う、うわぁぁぁぁぁっ！」

　小樽のほうも思わず声を出し、ドタバタとその場から離はなれる。

　やがて、ふたりはふたたびお互たがいを見た。

　両者とも真まっ赤かだ。

　小樽はまだ信じられないといった表情をしている。

　チェリーのほうは服で必ひつ死しに身体を隠かくし、どうしよう、取り返しのつかないことをしてしまったわ、という表情に変わっている。

「あの……小樽さん……じゃなくて……マスター」

「…………」

「これはですね……その……あの……」

　そのとき、小樽はとんでもないことを口にした。

「小樽……それがオレの名前なのか？」

「へっ？」

　しばし沈ちん黙もくが流れる。

　いきなり小樽が頭をかきむしった。

「わからねえ！　オレはいったいだれだ？　ここはどこなんだ？　オレはどうしてこんなところに！」

　そのお約やく束そくのセリフ──間ま違ちがいない。

　これは……記き憶おく喪そう失しつだ！

　そして、それを聞いた瞬間、チェリーの思し考こう回かい路ろは光よりも速く回かい転てんし、あることを口くち走ばしっていた。

「あなたの名は間ま宮みや小樽……そして……そして……あたしの夫おつとですわ！」

「えっ？」







[image: ]







　ふたたび沈黙が訪おとずれた。




　　　　６




　夜が来て、小樽とチェリーは海かい岸がんから少し離れた場所にいた。

　火を焚たかなくても十じゆう分ぶんな暖あたたかさだ。そして、満まん天てんの星ほし空ぞらは明るさも提てい供きようしていた。

「…………」

　小樽はあぐらをかいて、うつむいたまま動かない。

「…………」

　チェリーはその小樽をチラチラと見ながら、やはりなにも言わない。




　ザァ……ザァァ……ザァァ……




　規き則そく正しい波の音だけがふたりを包つつんでいる。

「なあ……」

　やがて小樽が顔を上げて、チェリーのほうを見た。

「もう一度確かく認にんしていいかな？」

「は、はい」

「オレの名前が間宮小樽で、キミがチェリー」

「はい」

「オレたちは愛し合っていて、結けつ婚こんして、新しん婚こん旅りよ行こうに出かけたところを嵐あらしにあって、乗っていた船が難なん破ぱした」

「そ、そうです！」

「オレたちふたりだけが助かって、この島に流れ着いた」

「そのとおりです！」

　そういうわけなのだ。

　小樽の記き憶おくがなくなっているのをいいことに、チェリーは徹てつ底てい的てきに話を作っていた。自分がセイバーマリオネットであることすら隠かくして。




　チェリーの作った話というのはこうだ。

　チェリーと小樽は幼おさななじみのお隣となり同どう士し。本人同士は小さい頃ころから仲なかが良かったが、足た袋び屋やの小樽の家と靴くつ下した屋やのチェリーの家は、商しよう売ばい柄がらかいつもケンカをしている。

　やがてふたりは成せい長ちようし、お互たがいのことを意い識しきするようになるが、家同士がふたりの仲を許ゆるさない。

　禁きんじられた恋こい。

　だが、夏なつ祭まつりの夜、家か人じんの目を盗ぬすんで、ふたりは神じん社じやの裏うらで結むすばれる。

「チェリー……結婚しよう」

「小樽さん……うれしい」

　そして、ふたりはそのまま駆かけ落おち同どう然ぜんに結婚し、新婚旅行に出かけた──というわけだ。




「…………」

「あ、あのマスター……じゃなかった、小樽さん？」

「…………わかった。信じるよ」

「えっ？」

　小樽はニッコリ微笑ほほえんだ。

「ごめんよ。自分の奥おくさんの言うこと、なかなか納なつ得とくしなくって」

「そ、そんな……奥さんだなんて！　きゃっ、どうしましょう！」

「えっ？　チェリー……？」

「あ、いえいえ、気にしないで。それより、信じてもらえてうれしいです！」

「オレ……なにもかも記き憶おくを失うしなっちゃってて……ここがどういう世界なのかもわからないんだ。それで不ふ安あんで……」

「わかりますわ。でも、大だい丈じよう夫ぶです！　あなたにはあたしがいるじゃありませんか！」

「チェリー……」

　小樽は手を伸のばし、チェリーの手を握にぎりしめた。

（やだ……マスターったら、積せつ極きよく的てき）

「チェリー……」

「マ……小樽さん……」

　小樽はじっとチェリーを見つめる。純じゆん真しんな透すき通とおった目で。

（うっ……その目で見つめられると……ごめんなさい、マスター、だましたりして。でも、でも……これでいいんです。ふたりが幸しあわせになるにはこれが一番……）

　わずかな自じ己こ嫌けん悪おをチェリーは込こみ上あがってくる幸せな気持ちで吹ふき飛とばした。

「チェリー……オレ、精せい一いつ杯ぱいいい夫おつとになるよ」

「そんな……うれしい！」

「考えてみればうれしいんだ。キミみたいなきれいな子と夫ふう婦ふだなんて」

（う、う、う、うれしすぎ！）

「今はまだ実じつ感かんがないけど……キミのことを好きになる！……この瞬しゆん間かんから！」

（いやだ、もう！　ちょっとどうしましょう！　うれしさ大だい爆ばく発はつ！）

「チェリー……だから……」

　小樽はゆっくりとチェリーを抱だきしめた。

「ああ……」

　そのまま小樽はチェリーの身体からだを地面の上に横たえる。

（こ、こ、こ、こ、これって……いつもみたいに想そう像ぞうの世界じゃないのよね！　本当のことよね！　あ、あ、あたしとマスターは今から結むすばれて……やだ！　きゃっ！　こ、心の準じゆん備びが！）

「チェリー……いいだろ」

　やさしい表情で小樽が言った。

　真っ赤な顔をしながら、チェリーはコクッとうなずく。

　小樽の顔が静しずかに近づいてきた。

「…………」

　もう言葉はいらない。

　そしてふたりは………………………………………………………………結ばれなかった。

「小樽君、ひどいよ！　ボクというものがありながら！」

「うわぁぁぁぁぁぁっ！」

「きゃぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　いきなりふたりの間に顔を入れ込んだのは、花形だった。もちろん、ピンピンしている。この驚きよう異い的てきな生せい命めい力りよくを持つ生物があのくらいの嵐あらしで死ぬわけはない。

「ほっとけ。そんなことより小樽君！　ひどいよ！　こんなポンコツマリオネットと！」

「えっ？　マリオネット？」

「わぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　チェリーが声を張はり上げながら花形をひっ捕つかまえた。

「あんたはどっかに行ってなさぁぁぁい！」

　そのまま海に向かってぶん投なげる。

「あれぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」




　キラッ！




　花形はお星ほし様さまになった。

「はあはあはあはあ……」

「あの、チェリー……今のは？」

「き、気にしないでください！　夜だから出てきた害がい虫ちゆうです！　多いんですよ、この島には」

「あ、ああ……」

「それより、続つづき、続き！」

「えっ……あ、ああ」

　今度はチェリーのほうから小樽に抱だきついていく。

（このチャンス、逃のがすものですか！）

「小樽さん……」

「あ、ああ……チェリー……」

　ふたたびふたりの顔が接せつ近きんする。

　だが──

「だからひどいって言ってるでしょ！　小樽くぅぅぅぅぅぅぅん！」




　ざっぱぁぁぁぁぁぁぁぁぁ～～～～ん！




　なんと花形が波なみ乗のりの要よう領りようで板きれにのって小樽たちのところに戻もどってきた。




　ドゴッ！




「むぎゅっ！」

　すぐにチェリーの拳こぶしが花形の顔がん面めんにめり込む。

「もう、あんたはなんだって最高にいいところで邪じや魔まするの！　あたしとマスターは今から結ばれるのよ！」

「なにを！　そんなことはさせるものか！　このポンコツ、ポンコツ！」

「キーッ、黙だまってなさいよ！」

　花形とチェリーはそのまま乱らん闘とうに突とつ入にゆう。

　花形相手にムキになるチェリーもチェリーだけど、やられっ放ばなしとはいえ、セイバーマリオネット相手にやり合える花形もすごいというかなんというか。

「あ、あの……チェリー……」

　小樽が呆ぼう然ぜんと立ちつくしたときだった。




　ザッ！




　風のようになにかが近づいてきて、いきなり小樽の身体からだをつかんだのだ。

「うわっ!?」

　そのまま小樽は連つれ去さられる。

　その大変な出来事に、花形との戦たたかいに忙いそがしいチェリーは気づかなかった。
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「ここまで来ればもう大だい丈じよう夫ぶ」

「えっ!?」

　さっきの場所からずいぶん離はなれた所で、小樽は地面に下おろされた。

　目の前に立つ人物。

　グラマラスなボディと、赤い髪かみ。そして、勝かち気きそうな目。

　ブラッドベリーだ。

「キ、キミは？」

「えっ？　小樽？　なに言ってんだい？」

「キミもオレのことを知ってるのか？　でも、オレは…………記き憶おく喪そう失しつなんだ」

「ええっ!?」

　愕がく然ぜんとブラッドベリーは小樽を見た。

「オレは……妻つまのチェリーと駆かけ落おち同どう然ぜんの新しん婚こん旅りよ行こうに来て、その途と中ちゆうで船が難なん破ぱして、気がついたらこの島に……わかっているのはそれだけなんだ」

「それって……」

「妻が教えてくれたんだ」

「妻……!?」

　ブラッドベリーの頰ほおがピクピクとわずかに痙けい攣れんする。

（チェリーのやつ……）

「で、キミはだれなんだ？」

「小樽……小樽、かわいそうなヤツ！」

　ブラッドベリーはいきなり大げさに泣き出して、小樽にしがみついた。

　もちろん演えん技ぎだ。

「え、ええっ!?」

「小樽、あたしのことを忘わすれてしまったんだね！　生しよう涯がいを誓ちかい合あったあたしのことを！」

「し、生涯を誓い合った……？　で、でもオレには妻が……」

「そうじゃないんだ、そうじゃ。そう、確たしかにあんたとチェリーは駆け落ち同然にジャポネスから逃にげ出した。でも、でもそれは……あたしと一いつ緒しよになるための偽ぎ装そう結けつ婚こんだったんだ！」

「ええっ!?」

　小樽は呆ぼう然ぜんとブラッドベリーを見つめた。

　またしても沈ちん黙もくが訪おとずれた。

















第二章　愛する義ぎ妹まい、その名はブラッドベリー。

　　　　はたまた、戦場に消えた愛。待つ女はルクス（あ～長い）
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　カヤカヤカヤカヤカヤ……




　虫だろうか、トカゲだろうか。ともかく小動物であることは間ま違ちがいない。そんな鳴なき声ごえがあたりに響ひびいている。

　星ほし明あかりの下、小お樽たるはポカンと口を開けてブラッドベリーを見つめていた。いや、まだ小樽は目の前の赤い髪かみの美女の名がブラッドベリーであることを知らない。というよりも忘わすれている。

「あの……キミ……」

「ブラッドベリーだよ！　覚おぼえてないのかい!?」

「あ……ごめん。ホントにオレ、なにも覚えていないんだ……」

　小樽は少し落ち込んだような表ひよう情じようになる。

　慌あわててブラッドベリーがなぐさめるように言った。

「あ、いいから、いいから！　そんな過か去こなんかなくたって大だい丈じよう夫ぶさ。あんたには素す晴ばらしい未み来らいがある！　あたしと作る未来が！」

「あ、でそのことなんだけど……さっき言ったことはホントなのかい？」

　さっきブラッドベリーが言ったこと──チェリーと駆かけ落おちしたのはブラッドベリーと一いつ緒しよになるための偽ぎ装そうという事じ実じつ。

　無む論ろん、それはウソにウソを重かさね合あわせた大ウソなのだが、記き憶おく喪そう失しつとなってしまった小樽にしてみれば、すがりつけるのはそんな言葉しかないのだ。

　もともと小樽は単たん純じゆんに自じ乗じようがつくほど単純な性せい格かくだ。人の言うことをすぐ信じるお人ひと好よしだ。それが、今回の記憶喪失という現げん実じつを前にさらにパワーアップしているらしい。

「ホントさ……」

　ブラッドベリーは少しうつむき加か減げんで言った。

　これも演えん技ぎだ。悲ひ恋れんのポーズをとることで、小樽により深く信じ込ませようという計算なのだ。

「あ……」

　案あんの定じよう、やっぱりというかなんというか、小樽はそれに引っかかる。

　深しん刻こくな顔になって、うつむいたブラッドベリーをじっと見つめる。

　ブラッドベリーは心の中でペロリと舌したを出しながら話を続けた。

「あたしはね……小樽が小さい頃ころ、あんたの家にもらわれてきたんだ」

「ええっ!?」

「あたしの実じつ家かは貧びん乏ぼうな農のう家かで、あたしが生まれたとき、上は一八を頭かしらに二三人の子供がいて……」

「人数が合わねえけど……」

「それだけ子こ沢だく山さんで貧乏だったのさ。ともかく、貧乏で貧乏で、爪つめに火を灯ともすような生活で、やむなくあたしの両親はあたしを里さと子ごに出すことにしたのさ。そして、それが小樽、呉ご服ふく屋やだったあんたの家だった……」

「あれ？　さっきチェリーがうちは足た袋び屋やだったって……」

「あっ、え～と、足袋と一いつ緒しよに着物も売ってたんだよ」

「はあ……」

「もらわれてきたばかりのとき、あたしは惨みじめだった。あんたの家の番ばん頭とうの花はな形がた美み剣つるぎ之の進しんっていう、すごいイヤな野や郎ろうがいて……毎晩あたしをぶつんだ。もらわれっ子って負おい目があったあたしはなにも反はん抗こうできず……旦だん那な様さまも奥おく様さまも見て見ぬふり……」

「ひでえ……」

「そんなあたしに一人やさしい言葉をかけてくれたのが小樽だった」
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「オレ……？」

「そうさ」

　ここでブラッドベリーはガバッと顔を起こす。

　絶ぜつ妙みようのタイミング。

　小樽とブラッドベリーの視し線せんは絡からみ合あい、小樽はブラッドベリーから目を離はなせなくなった。

（よし、いいよ、いいよ……）

　心の中でほくそ笑えみながら、ブラッドベリーはさらに悲ひ痛つうな表情を浮うかべた。

「そう、あの日……」

　ブラッドベリーが遠い目をする。

　そんなブラッドベリーを小樽は真しん剣けんな目で見つめていた。一言も聞き逃のがすまいとして。
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　その日は朝からお使いに行かされ、帰ってきたのは夕方だった。

　番頭の花形美剣之進からあたしは、ジャポネス中を回ってでもテラツークジラを買ってくるようにと言いつけられていたのさ。お金の入った包つつみ紙を渡わたされて。

　そのときはテラツークジラがなんなのかわからなかったさ。まさか体長三〇〇メートルの巨きよ大だいな海かい洋よう生せい物ぶつだなんて。

　もちろんテラツークジラなんて売っているわけがない。

　けど、買って帰らないとぶたれると思ったあたしは必ひつ死しで探さがし回まわったのさ。足が痛いたくて動けなくなるまで。

　結局夕方になり、ジャポネスカラスの鳴く声とともにあたしはトボトボと店に帰った。痛い足を引きずりながら、手ぶらで。

　恐おそる恐る帰ってきたあたしが店の前で見たものは、予よ想そうに反してニコニコ笑っている花形美剣之進だった。

「おー、ブラッドベリー、お帰り」

　あたしはホッとして、気が抜ぬけたようにその場に座すわり込んでしまった。この気の緩ゆるみを相手が狙ねらっているとも知らずに

「ブラッドベリー、テラツークジラは？」

「あ、あの……ありませんでした……」

「そうかい、そうかい。それはしょうがないねえ」

　花形はそうやさしい口く調ちようで言い、あたしに向かって手を伸のばす。

　それは代金をうながしているんだなってあたしはほとんど無む意い識しきのうちに察さつして、ボーッとしたまま花形にお金の入った包み紙を渡していた。中を確かく認にんしないまま。

　それが花形の狙いだったのさ。

「やややややややややっ！」

　呆ぼう然ぜんとその場に座り込んでいたあたしはその花形のわざとらしい驚おどろきの声に我われに返かえった。

「ない、ない、ない、ない！　お金がないっ！　ブラッドベリーに持たせた十両がないぞぉぉぉぉっ！」

　あたしは一いつ瞬しゆん、なにが起こったのかわからず、ボーッとしていたが、やがて気づいた。自分が今、盗人ぬすつとに仕し立たて上あげられようとしていることに。

「この泥どろ棒ぼうネズミ！」

　花形が目をひんむいてあたしをにらみつけてくる。

「あ、あたしじゃありません！」

　あたしは必死に叫さけんだけど、聞く耳を持つ花形じゃない。

「だまれ、この盗人！」

　そして花形はいけしゃあしゃあと言ったのさ。

「今までさんざん目をかけてきてやったのに、恩おんを仇あだで返しおって！　今度のことで堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切きれた！　おまえのようなヤツはこの間ま宮みやの家には似につかわしくない！　旦だん那な様さまに言ってこの家から出てってもらうよ！」

　家から出て行けというときの花形の得とく意いそうな表情。

　あたしは思ったよ。ああ、仕し組くまれたんだって。あたしが代金の包み紙を手て渡わたしたとき、抜ぬき取ったんだって。

　確かく認にんしなかったあたしの負けさ。あたしはこのまま間宮の家から追おい出だされる──そう覚かく悟ごしていたそのときだった。

「金を盗ぬすんだのはオレだ、花形！」

　そう叫さけびながら、小さな身体からだであたしを守るように花形の前に立ちはだかってくれたのが小樽だった。

　遊びから帰ってきて、小樽は偶ぐう然ぜんあたしと花形のやりとりを聞いていたんだ。

「花形！　ブラッドベリーはなにも悪くない！　盗んだのはオレだ！　罰ばつを与あたえるならオレにしろ！」

　小樽が現れたとき、花形の狼狽うろたえぶりったらなかった。

「お、小樽坊ぼつちゃん！　なにを言い出すんです、なにを！」

「だから犯はん人にんはオレだって言ってるんだ」

「そんなわけないじゃないですか！」

「いや、オレだ！　ブラッドベリーを家から追い出すって言うんなら、オレも出ていく！　盗人ぬすつとは間宮の家にはふさわしくないんだろ！　だから、オレも出ていく！」

「だめです、だめです、小樽坊ちゃん！　小樽坊ちゃんは犯人じゃないんですから！」

「犯人だ！」

「違ちがいます！」

「オレだ！」

「違いますって！　だって、お金はボクがとったんですから！」

　焦あせった花形はついポロリと自分から悪あく事じを自じ白はくしてしまったんだ。

　そして、それが花形の運の尽つきだった。

　その言葉をちょうど奥おくから出てきた旦だん那な様さまに聞かれてしまったんだ。

　旦那様は冷ひややかな目で花形を見み据すえていたよ。

　そして、うどん粉こよりも白い顔になった花形に小樽は言ったのさ。

「盗人は間宮の家にはふさわしくなかったんだよな、花形！」

　その日のうちに花形美剣之進は間宮の家から姿すがたを消した。

　後で聞いたところによると、花形はお稚ち児ごさん趣しゆ味みで、小樽を狙ねらっていて、将しよう来らい邪じや魔まになりそうなあたしを追い出そうと画かく策さくしていたということだった。

　とにもかくにもあたしは小樽に救すくわれた。

　花形が小樽と旦那様の前から逃にげた後に、小樽はあたしに向かって笑いかけてくれた。

「大だい丈じよう夫ぶかい？」

　その笑え顔がおの素す敵てきだったこと……。

　子供だったけど、あたしは思ったのさ。

　ああ、あたしの生しよう涯がいを捧ささげる人はこの人だって。
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「そんなことが……」

　小樽は神しん妙みような顔つきでブラッドベリーの話を聞いていた。

　どうやら完かん全ぜんに信じ込んでいるようだった。

（いける！　いけるよ！）

　そんな小樽の様よう子すを見て、ブラッドベリーは声を出して喜びたい気分だったが、それを必ひつ死しに抑おさえた。

　そして、小樽以上に神妙な顔をして、とどめとばかりに大おお仰ぎような身み振ぶりで言った。

「あたしたちは年を経へて、やがて愛し合うようになった！　けれど……ああ、なんという運うん命めいの皮ひ肉にくだろう！　あたしは間宮家の養よう女じよ！　あたしと小樽は兄きよう妹だいだったのさ！　禁じられた恋こい！　あたしたちが結ばれる術すべはないの!?　いっそ、どこか遠くへ行ってしまいたい！」

「ブラッドベリー……」

「そんなあたしたちにチャンスが訪おとずれた。隣となりの家のチェリーが小樽のことが好きだという。そして、駆かけ落おちの計画があるって小樽に言ってきたのさ。そのとき小樽はあたしに言ったんだ」

「オレが……!?」

「チェリーには悪いけど、この計画を使って家を出ようって」

「…………」

　衝しよう撃げきの事実であった──小樽の心しん境きようをナレーションで語ればこんな言葉か。

　小樽は愕がく然ぜんとなってブラッドベリーを見つめる。

『衝撃の事実』は小樽の全身を硬こう直ちよくさせ、頭の中を大だい混こん乱らんに陥おとしいれていた。

　そして、結けつ論ろんから言ってしまえば、小樽はブラッドベリーの言うことを完全に信じたのである。

　チェリーの言葉を否ひ定ていすることなく、それを利り用ようして新たな話に持っていったブラッドベリーの作さく戦せん勝がちというところか。

「オレは……」

　小樽はゆっくりとブラッドベリーに近づいた。

　そのまま肩かたを抱だく。

「お、小樽……!?」

　思わぬ小樽の行動にブラッドベリーは照てれたように顔を赤らめた。

「すまなかった、ブラッドベリー……そんな事じ情じようがあったことをすっかり忘れて……オレはなんて人間だ……。おめえにもチェリーにも詫わびのしようがないぜ……」

　小樽はブルブルと手を震ふるわせ、拳こぶしを握にぎりしめた。

　素す直なおすぎる、純じゆん粋すいすぎる人間というものは時には凶きよう器きのようなものである。そう、それをだます者にとって。混まじりっ気けのない、人を映うつす鏡かがみ。

「…………」

　ブラッドベリーはかなり罪ざい悪あく感かんを感じていた。自分の作り話によって、小樽は自じ己こ嫌けん悪おに陥おちいっている。自分に怒いかりを感じ、なぐらなきゃ気がすまない……そんな気き迫はくすら感じさせる。

（小樽……ごめん……）

　だが、結けつ果か的てきには小樽と結ばれるという想おもいのほうが勝まさった。

　人の心を形作る因いん子しの中で欲よく望ぼうほど強いものはないのではないか。欲望なき人間などいやしない。いや、いたとしても、そこまで老ろう成せいし達たつ観かんした者を〝人〟と呼べるのかどうか。愛もまた欲望の一つである。愛したい、愛されたい……それはやがてより強い欲よつ求きゆうであるあなただけを愛する、自分だけを愛して、という独どく占せん欲よくに達する。

　小樽だけを愛していく。小樽をあたしだけのものにしたい──

　それを業ごうというなかれ。愛にあふれる者が当然到とう達たつするであろう彼方かなた。

　ブラッドベリーの乙女おとめ回かい路ろはまさに人の心そのものだった。

「小樽！」

　ブラッドベリーは小樽を抱だきしめる。

「ブラッドベリー……」

　小樽の肩を抱く手にも力が入った。

「さあ、小樽……あたしを自由にしていいんだよ！　この髪かみも、この唇くちびるも、この胸むねも……みんな、あんたのためだけにあるんだ」

「ブラッドベリー……」

「あたしはあんたのためだけに生きているんだ！　あんたと永と久わにあるためだけに！　さあ、小樽、あんたのものだって証しよう拠こをあたしの身体からだに刻きざんでおくれ！　小樽ぅ！」

　ブラッドベリーがスッと身体を離はなす。そして、ゆっくりと服を脱ぬぎ出した。

　真しん剣けんな表ひよう情じようで小樽もそれを見み守まもっている。

　いつもの小樽だったら、鼻はな血ぢを出して逃にげ出していることだろう。が、今の小樽はブラッドベリーの心を償つぐなおうという気持ちでいっぱいだった。それがなにをすればいいのかもわかっているのだ。

　ブラッドベリーを受け入れること──

「小樽……」

「ブラッドベリー……」

　いつもなら小樽に裸はだかを見せることなど、ブラッドベリーにとってはまったく平気な行こう為いだ。しかし、このときは違ちがった。

（ど、どうしたんだ、あたし……）

　自分自身ですら信じられないほどブラッドベリーは恥はじらいを感じている。

　小樽が自分を見つめているかと思うと、身体が熱い……。

「…………」

　裸になって、恥ずかしそうに立っているブラッドベリーに小樽はゆっくり近づいた。

　そして、そっと抱だく。

　その瞬しゆん間かん、ブラッドベリーの小樽に対する愛情は奔ほん流りゆうとなって表おもてに飛び出した。

「小樽ぅぅっ！」

　が──
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「小樽クゥン、こんなぶよぶよした胸より、男だったらやっぱり真っ平らだよぉぉっ！」

　なんと！

　どうやって潜もぐり込んだのか、小樽とブラッドベリーの身体の間に身体を擦すり込ませていたのは花形だ。

「おわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

「げぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　小樽とブラッドベリーは慌あわてて飛び離れる。

　花形はそのまま小樽にくっついている。

「お、おまえはさっきの！」
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「やだなぁ、小樽クン！　君の愛する花形美剣じゃないかぁ！」

「だまれ、この妖よう怪かいッ！」




　ドカスッ！




　怒いかりのブラッドベリーの鉄てつ拳けんが花形に突つき刺ささる。

「あれぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ！」

　花形の姿は夜空に消える。

　セイバーマリオネット最大のパワーを誇ほこるブラッドベリーの一いち撃げきだ。無む論ろん、普ふ通つうの人間なら全身の骨ほねを砕くだかれて即そく死し……。

　が、普通ではなかったら──




　キィィィィィィィィィィィィィィィン！

　ベタッ！




「小樽クゥゥン！」

　吹ふっ飛とばされたはずの花形は、まるでブーメランかなにかのように猛もうスピードで戻もどってきて小樽に貼はり付ついた。

「うわっ、離はなれろ！」

「いやっ！　小樽クン、もう離れないよ！　キミはボクのものだ！　独どく占せん、独占！　う～ん、スリスリ」

「くぉら、花はな公こう、せっかくいい雰ふん囲い気きだったのをよくも邪じや魔ましてくれたなぁ！」

　ブラッドベリーが恐おそろしい形ぎよう相そうでズンズンと迫せまってくる。

　けれど、花形も負けてはいない。

「ウソつき！　ウソつき！　おまえだって小樽クンをだまそうとしたじゃないか！」

「こらっ、だれが小樽を……」

「そうですわ！」

　反はん論ろんしようとしたブラッドベリーを遮さえぎる声が響ひびく。

「あ……」

　ブラッドベリー以上に恐ろしい形相をして立っていたのはチェリーだった。

「音声だけは聞こえていたけど、なかなか場所が特とく定ていできなくて……。ブラッドベリー、よくもあることないこと言ってくれましたわね！」

「ちょっと待て。それじゃあ、センサー機き能のうを駆く使ししたチェリーよりも先に花公がここを発見したって言うのか!?　花公、おまえはいったいなんなんだ！」

「愛する小樽クンを見つける、このボクの能力は無む敵てき！」

「なにバカなこと言ってんのよ、そんなことより……マスター、ブラッドベリーの言うことを信じちゃだめですわ！」

　チェリーの鋭するどい形相に、小樽も思わず圧あつ倒とうされたように身を硬かたくした。

「えっ!?」

「あー、なに言うんだ、チェリー！」

「あなたの妻つまはこのあたしです！　そしてこの旅行はあたしとの恋こいの逃とう避ひ行こう！　それ以外のなにものでもありませんわ！」

「違ちがう！　小樽はあたしと生しよう涯がいを誓ちかい合った仲なかなんだ！」

「まあ、悪事が露ろ見けんした後もずうずうしい！」

「なに言いやがる！　あたしは本当のことしか言ってないぜ！　なあ、小樽、信じてくれるよな！」

「マスター、違います！　真実はあたしの言うことだけです！　マスター！」

　ブラッドベリーとチェリーが相手を押おしのけながら小樽に迫せまる。

「お、おい、オレにはいったいなにがなんだか……」

　背はい後ごからは花形が迫る。ピトッと身体からだをくっつけた花形が。

「小樽クン！　キミが信じるのはこのボク！　ボクの愛だけさ！　さあ、小樽クン、一いつ緒しよにぱらいそへ行こう！」

「なにわけのわかんねえこと言ってんだ、花公！」

「ひっこんでてくださいまし！　マスターはあたしと幸せに暮くらすんですっ！」

「どけ、ポンコツども！　超ちよう絶ぜつ美び形けいの執しゆう念ねん、鉄をも貫つらぬく！」

「黙だまれ！　小樽はあたしとエッチするんだぁぁぁっ！」

「あたしのものですっ！」

「ボクのだぁぁぁぁっ！」

　三人は切れたようにつかみ合いの乱らん闘とうに突とつ入にゆうしていた。

　またしてもシッチャカメッチャカの大だい騒そう動どうになってしまう。それにしても前にも述のべたがセイバーマリオネットと互ご角かくに乱闘してしまう花形とは……。

　三人の乱闘の間、争そう奪だつの中心人物、小樽は呆ぼう然ぜんと立ちつくしたままだ。

「い、いってえ、こいつは……？」

　頭の中は大だい混こん乱らんで、グルグルグルグル……。

　そのときだ。

「こっちです！」

「えっ!?」




　グイッ！




　小樽の身体は引かれ、次の瞬しゆん間かん、ふわりと空中に浮ういていた。

　だれかが小樽を抱かかえたまま、夜空に向かって大きく跳とんだのだ。

　争う三人が気づかぬうちに、小樽の姿は消えていた。




　　　　５




「あ、あの、キミは？」

　そこは砂すな浜はまだった。

　小樽の前に一人の少女が立っている。

　あのチェリーとブラッドベリーと花形の争う現場から連れ出してくれた少女──ルクスだった。

「小樽様……」

　ルクスは砂浜に疲つかれたように座すわり込む小樽をじっと見み下おろしている。

「キミもオレの名前を知っているのか？　でも、オレは……」

「知っております。記き憶おく喪そう失しつなのですね」

「えっ!?」

　どうやらルクスは小樽の事じ情じようをすべて知っているような口くち振ぶりだった。陰かげに隠かくれてチェリーや、ブラッドベリーのやる様さまを見ていたらしい。

「私の名はルクス。あなたのことをよく知っている者です」

「オレのことをよく知っている？　だったら教えてくれ！　オレはいったい何者だ？　チェリーとブラッドベリーはいろいろ教えてくれたけど、どこか食くい違ちがっていて……オレは……」

「…………」

　ルクスはゆっくりと小樽の横に腰こしを下ろした。




　ザザァァ……ザザァァ……




　波の音が一段と高く響ひびいてくる。

　小樽が注ちゆう視しする中、やがてルクスが静かに口を開いた。

「私の言うこと、たぶん小樽様はお信じにならないでしょう……」

　小樽の憐あわれみに訴うつたえたその言い方に、小樽は強く気持ちを動かされた。

「そんなことない！　言ってくれ！　オレはいったい……」

「私の言うことを本当に信じてくださいますか？」

「ああ、信じるとも！」

「本当に？」

「ああ！」

　ルクスは躊ちゆう躇ちよしたようなそぶりをしていたが、間まを置おいて、意いを決けつしたように言った。

「あなたは……実は、テラツーの大国の一つ、ゲルマニアの貴き族ぞくの一人なのです！」

「なんだって!?」

　またしても衝しよう撃げきの事実（？）。

　チェリー、ブラッドベリーの時に続いて、三度目の長い沈ちん黙もくが周しゆう囲いを支し配はいした。




　　　　６




　ザザァァァ……ザザァァァ……




　あまりの唐とう突とつな言葉に、小樽は怪け訝げんな表情をしていた。

　それをじっと見つめていたルクスだったが、いきなり砂地に顔を伏ふして泣なき出した。

「ああ、やはりあなたは信じてくださらないのですね……私は……私は……死んでしまいたい！」

「ち、ちょっと待ってくれ！　信じてないわけじゃないよ！　ただ、あまりに突とつ然ぜんのことだったんで、頭が混こん乱らんしてしまって……」

「信じられないのも無理はないです。ですが、本当のことなんです！　私の話を聞いてください」

「ああ……」

「過すぐる年、ジャポネスとゲルマニアは些さ細さいなことが原げん因いんで戦いくさになりました。そのとき、あなたはゲルマニア軍人として出しゆつ征せいしました。軍服の似に合あうそれはそれは立りつ派ぱなお姿で……」

「…………」

「あなたは若じやく年ねんながらゲルマニアの名家ハプスブルク家の当とう主しゆ。妻もいました。必ず帰ってくると妻に言い残し、あなたは戦せん場じように。残された妻は夫おつとの無ぶ事じを祈いのって日々を暮らしました。しかし、そんな妻にもたらされたのは夫の戦せん死しの知らせだったのです」

「えっ？　それって……!?」

「伝えられた妻は、しかしそのことを信じようとはしませんでした。あの人が、あの人が死ぬはずがない！　だって必ず帰ってくると言ったのだから！　妻は我わが身も顧かえりみず、ジャポネスに赴おもむきました。そして必ひつ死しに夫を捜さがしたのです」

「そ、それで……？」

「夫は見つかったのです！　夫は……足た袋び呉ご服ふく問どん屋や、間宮家の一人息子むすことなっていたんです！」

「ええっ!?……どういうことなんだ、それは？」

「間宮家の一人息子、小樽と夫はうり二つでした。ジャポネスの侍さむらい大だい将しようだった小樽が戦場で討うち死じにしたとき、記き憶おく喪そう失しつになっていた夫を間宮家の者たちは『小樽』として迎むかえ入れたのです！　きっと間宮家の人たちも『小樽』が死んだことを受け入れたくなかったのでしょう……。あなたは間宮小樽となり、やがて家のブラッドベリー、チェリーとの騒そう動どうに巻まき込まれて南へと旅立ちました」

「そしてオレは嵐あらしに巻き込まれ、二度目の記憶喪失に陥おちいった……そういうことかい？」

「そうです。あなたの本当の名は……オータル・フォン・ハプスブルク！　そして……」

「…………」

「私の夫です！」

　そう言うと、ルクスはそのまま小樽にしなだれかかった。

　小樽はルクスの身体からだを受け止める。愕がく然ぜんとなった表情のまま。

　小樽の頭の混乱は拍はく車しやがかかっていた。

　そしてその小樽の混乱はルクスのまさに望むところだった。

（うまくいったわね……）

　顔には出さず、ルクスは心の中でほくそ笑えんだ。

　あの嵐の後、無む論ろんルクスはこの島に無事たどり着いた。が、小樽を捜し出すのに手て間ま取どり、小樽を見つけたのはちょうどブラッドベリーが小樽にウソ八百を並べている真まっ最さい中ちゆうだった。

　最初、すぐにでも飛びだそうとしたルクスだったが、小樽の様子がおかしいので、陰かげに隠かくれて事の成なり行ゆきを見み守まもっていた。そこで小樽が記憶喪失であることを知ったのだ。ついでにチェリーとブラッドベリーが小樽になにを吹ふき込んだかを。

　あとはチャンスをうかがい、小樽を奪だつ取しゆして自分に都つ合ごうのいい過か去こを作り上げて信じ込ませるだけだった。

　ただ、ルクスは悪あく意いがあってそうしたわけではない。信じていたのだ。それが自分と、なによりも小樽が幸せになる一番いい方法だ、と。

　自分なら小樽を必ず幸せにすることができる。乙女おとめ回かい路ろを持ったマリオネットとしての本ほん能のうは、愛する者と幸せになること！

　ルクスはこの瞬しゆん間かん、小樽との愛にすべてを賭かけた。

（さあ、とにもかくにも既き成せい事じ実じつを作ってしまうのよ！）

　既成事実を作り、小樽とともにだれも知らないところに行って暮らす──

　ルクスはじっと小樽を見た。

　小樽はルクスの身体を受け止めながらまだ混乱したように中空に空くう虚きよな視線を漂ただよわせている。

「オータル様……」

「えっ？　あ、オレの名前か……」

「信じてくださいました？」

「あ、ああ……」

　小樽は混乱した表情のままうなずいた。それが本心でないことは赤子でもわかる。
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「……うそ」

「えっ？」

「あなたはまだ信じてくださっていらっしゃいませんわ」

「あ、いや、そんなことは……」

「隠かくさなくてもわかります。だって、私はあなたの妻ですから」

「……なんていうか。正しよう直じき言ってオレ、今までいろいろ言われて……」

　小樽が考え込む表情になった。

　が、ここで考え込まれて冷れい静せいになられてはルクスの計画に支し障しようが出る。

　ルクスはすぐに当初の計画通りの行動をとった。名な付づけて、『小樽様とラブラブな関係になっちゃうのよ大作戦』！

「だから……私がすべてを思い出させてあげますわ」

「えっ!?」

「私の身体からだを知れば、あなたはすべてを思い出しますわ……さあ！」

　口で言いながらルクスの手は素す早ばやく動いていた。

　あっという間に一いつ糸しまとわぬ身となる。

　星ほし明あかりの下、浮うかび上がる美しい肢し体たい。艶なまめかしさと、そして赤く染そまった頰ほおが示しめすはじらい。

　たまらない！　たまらない！　男にとってたまらないしぐさ！　そいでもってたまらないシチュエーション！

「い、い、い、い、い、いっ!?」

「さあ、オータル様！」

　ルクスはそのまま小樽の身体にのしかかった。

「わ、わっ！」

　ブラッドベリーのときとは違ちがい、今度は小樽も動どう揺ようしている。が、逆ぎやくにその動揺はルクスに有ゆう利りに働いた。ブラッドベリーが事をなかなか成じよう就じゆできなかったのは、雰ふん囲い気きを作りすぎたからだとルクスは判はん断だんしていた。動揺とそこからの混乱は、小樽の判断力を低てい下かさせ、事の成就に持っていきやすかった。

　スピードこそ勝しよう利りの近道！　というよりも、うやむやのうちにすべてを決めてしまうというほうか！

「オータル様！」

　ルクスは小樽の服を脱ぬがしていく。

　さしたる抵てい抗こうもできないまま、小樽は褌ふんどし一つ。

「オータル様……私の身体、味わって」

「わ、わ、わ……！」

　ルクスがついに小樽の褌に手をかけた。
















第三章　恐おそるべきパンターの爆ばく弾だん!?
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「こ、こらっ、やめろっ！　オレの褌ふんどし！」

　今や小お樽たるの股こ間かんは風ふう前ぜんの灯ともし火びであった……って、なんかえらくおかしな表ひよう現げんではあるが、とにかくルクスの指は巧たくみに小樽の褌を外はずしていく。

　どこで覚おぼえたんだぁ、と思わずツッコミを入れたくなるほど見み事ごとな手つきだった。

「オータル様ぁ～！」

「わっ、やめてくれっ！　褌から手を離はなしてくれっ！」

「恥はずかしがることありませんわ、オータル様！　隠かくし事一つせず、すべてを見せ合ってこそ男女の愛あい！」

「ち、ちょっと待ってくれ！　まだそこまでの心しん境きようじゃ……」

「オータル様ァ、さあ！」

「うわぁぁっ！　だめだってば！」

　褌を押おさえる小樽も必ひつ死しなら、ルクスのほうも必死だった。

　ここを突とつ破ぱして、見事既き成せい事じ実じつさえ作ってしまえば小樽争そう奪だつ戦せんにおけるルクスの勝しよう利りは決定するのだから。

　記き憶おくを失うしなっていようと小樽は小樽である。その性せい格かくからすれば、男女の仲なかとなってしまった相手を捨すてられるわけがない。責せき任にんとって結けつ婚こんということになることは必ひつ然ぜんといってよかった。

　結婚……最終的な勝利──

（そう、そうすれば私の混こん乱らんした想おもいは終わる……）

　まだジャポネスにいたとき、ティーゲルに言われた言葉──




『じゃあ、ファウスト様とくらべてどちらが好きだ？』




　それはずっと鋭するどい棘とげとなって、ルクスの心に突つき刺ささっていた。

　あのとき、冷れい静せいさを保たもつことができなかった自分──

　今でもその答えをはっきりと言うことはできない。

　小樽様は好き……でもファウスト様も……どちらも好き。選べない──

　それがルクスの正しよう直じきな気持ちだった。

　無む論ろん、言葉には出さなかったが、小樽を見るたびにその想いに苛さいなまれる。

　はっきり決けつ断だんしなきゃ──と思いながら、どうしても決めることができない。どちらかと訣けつ別べつすると考えるだけで乙女おとめ回かい路ろがバクバクと振しん動どうし、胸むねが苦しくなるのだ。

　二人への愛に苦しみ抜ぬいて、ルクスが出した結けつ論ろんは、かなり乱らん暴ぼうなものであった。

　どちらでもいいから抜き差しならぬ関係となり、なかば強ごう引いんにもう一方の相手をあきらめる──

　それは一種の逃にげにも等ひとしい。

　果はたしてそれが本当の自分の気持ちなのか!?

　そんな疑ぎ問もんはある。しかし、そうでもしなければルクスは未み来らい永えい劫ごう決められないような気がしていた。

　そして、抜き差しならぬ関係になるのをどちらにするかといえば、これはもう身近にいる小樽しかなかった。

　小樽の記き憶おく喪そう失しつというこの事じ態たいは、ルクスにとっては千せん載ざい一いち遇ぐうの大チャンスなのであった。

　ここで決めねばいつ決める！

　ルクスは褌ふんどしの端はしを握にぎりしめ、吼ほえるように叫さけんだ。

「褌なんかなんです！　こんなものであたしとの愛を遮しや断だんすることはできない！　愛の障しよう害がいはすべて排はい除じよッ！」




　グイッ！




　ルクスは力まかせに褌を引っ張った。

「おわっ！」

　バランスを崩くずし、小樽がひっくり返る。




　パラッ……




　その弾はずみで褌がついにとれた。

「きゃん、オータル様ァ！」

　ルクスは少し頰ほおを赤らめ、恥はじらいを見せながら小樽に飛びついた。

　この〝恥じらいを見せながら〟というのはルクスは敢あえて意い識しきしてやっている。

　こういうところで女のかわいらしさをアピールするというルクスなりの計算なのだ。

　もっとも、褌引ひっ剝ぺがした女（マリオネット）が今さら……という意見もあるが。

「わっ！」

「オータル様！」

「うわっ、たんま、たんま！」

「だめです！　素すっ裸ばだかの男と女……さあ、今こそ結けつ合ごう！」

　とうとうくるべき時が！

　小樽はここで貞てい操そうを失うしなってしまうのか!?

　小樽とマリオネットの関係は今、新たな地平へ！

　……というほど世の中は甘あまくはない。

　妖よう怪かい、健けん在ざいなりっ！




　シュゴォォォォォォォォォォォォォォッ！




　突とつ如じよ、小樽たちの横の砂すな地ちが猛もう然ぜんと砂を巻き上げた。

「きゃっ！」

「わっ、なんだ、なんだ!?」




　シュタァァァァァァァァァァァン！




「おーたるくぅ～～～～～～ん！」

　砂の中から飛び出してきたのは、今や人じん智ちを超こえた物ものの怪けと化した花はな形がただ。

　まったくもって花形という男、人間の尺しやく度どでは解かい析せき不ふ能のう……いいのか、おい。

「出たわね、妖怪！」

　ルクスは小樽を抱だきしめたまま叫さけぶ。

「おめえはさっきの……！」

　小樽のほうはたび重かさなる衝しよう撃げき的てきな出で来き事ごとに少しうんざりした様よう子すだ。

「小樽クン！　すぐさまそのポンコツ機き械かい人にん形ぎようから離はなれたまえ！」

「えっ、機械人形……!?」

「そうとも！　小樽クン、キミはだまされているんだ！　キミが女だと思っている物体は実は真まっ赤かな偽にせ物もの！　聖なる美少年をだまくらかすために悪の組そ織しきから送り込まれたド外げ道どう機械……」




　ドカッ！




「んごっ！」

　ポーズをつけて大おお仰ぎように言葉を発していた花形の顔がん面めんに、いきなりルクスの拳こぶしがめり込んだ。

「小樽様、こんな妖よう怪かいの言うことを聞いてはいけません！」

「えっ!?　えっ!?　今、小樽って？」

「きゃぁぁぁっ、違ちがいました！　オータル様です！　オータル様！」

　慌あわてて言い繕つくろっているうちに、もう妖怪は復ふつ活かつしている。

「小樽クン！　ポンコツと離れるんだ！　そいつらは機械……」




　メシッ……




「むがっ……」

　今度はルクスのつま先がめり込む。

　それにしても……何度も言うが、戦せん闘とう用ようマリオネットの一いち撃げきは厚あつい鉄てつ板ぱんを貫つらぬくほどの破は壊かい力りよくがある。それに耐たえきってしまう花形の顔面っていったい……。

「オータル様！　こんなの気にしないでさっさと結ばれてしまいましょう！」

「えっ!?　気にしないでって……」

「いいから、さあ結合です！　結合！」

「いや、その、こういうことってそういうもんじゃ……」

「そういうもんです！　えいっ！」

「わっ！」

　ルクスは小樽の身体からだをぴったりと抱きしめる。

　合わせた肌はだが熱あつい──

「わ、わ、わ、わ、わ、わ、わっ！」

　免めん疫えきのない小樽にとって、それだけで顔面が沸ふつ騰とうするほどの出来事だ。

「さあ、オータル様……」

　ルクスの唇くちびるが迫せまってくる。

　だが──

「お……た……る……く……ん」

　今度はその声は背せ中なかから聞こえた。

　背中──小樽の背中は砂地にぴったりとくっついている。

　ということは──




　ガシッ！




「おわっ！」

　小樽を抱かかえるように砂地から手が伸のびる。花形の手だ。

　いつの間にか（ホントにいつの間に？）、花形は小樽の下の砂の中に潜もぐり込んでいたのだ。

「本気で化け物だぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　小樽はルクスを突つき飛ばすように飛び起きた。

「なんなのよ、もう！」

　ルクスが怒いかりの鉄てつ拳けんを砂地にたたき込む。




　ドシッ！




「きゅぅ……」

　花形の手が砂の中に消えた。

「ここはだめだわ！」

「えっ!?」

「もっと二人だけになれる場所に！」

「ち、ちょっと？」

「早く、こちらに！」

「わっ！」

　全ぜん裸らのまま、ルクスは小樽の手を強ごう引いんに引っ張って走り出した。




　　　　２




「さあ、オータル様、こっちです！　こっちで結合です！　結合ったら、結合です！」

　そう、さっさと結合して既き成せい事じ実じつさえ作ってしまえば終わりなのだ。ムードもへったくれもないが、今はそんなことを言っている場合ではない。

　グズグズしていると、チェリーやブラッドベリーに感づかれる恐おそれもある。

「早く早く、だれにも邪じや魔まされない、私たちの愛の園そのヘッ！」

　ルクスはそう言いながらふと振ふり向いた。

「ぎぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　ルクスの悲ひ鳴めいが夜空に響ひびきわたる。

　なんと小樽だと思って引っ張って走っていたのは顔面をめり込ませた花形だったのだ。

「くぉらっ、機械人形！　人の手をいきなり引いてなにをする!?」




　ドゴォォォォォッ！




　ルクスが花形をフロントスープレックスの要よう領りようで、頭から砂地にめり込ませた。

「なんであんたがいるのよ！　小樽様はどこ!?」

　見れば小樽はなんとか服を着て、スタコラさとルクスとは反対方向に走っていく。

「なんだかわかんねえけど、ここは一度一人になって……」

　だれがウソを言っているとか、そういうことは考えてはいなかったが、小樽はともかく一人になりたかった。ゆっくりと自分のことを考える時間が欲ほしかったのだ。そうすれば失うしなわれた記き憶おくも少しは戻もどってくるかもしれない。

　だが──
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「マスター！」

「いっ!?」




　ギュィィィィィィィィィィィィィィン！




　いきなり突とつ風ぷうが吹ふいたかと思うと、次の瞬しゆん間かん、小樽の身体からだは宙ちゆうに浮ういていた。

　いや、正せい確かくに言うと、二本のか細い腕うでで空中に持ち上げられていたのだ。

　腕の持ち主はチェリー。チェリーは小樽を頭ず上じように抱かかえて走っていた。

「マスター……いえ、あなた！　さあ、妻つまである私とともに逃にげましょう！」

「チ、チェリー！」

「待ちなさい！　私のオータル様よ！」

　背はい後ごからルクスが猛もう然ぜんと迫せまってくる。

　二人とも時速一〇〇キロは軽く超こえている。

「えいっ！」




　ダッ！




「きゃあっ！」

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　ルクスのタックルが見み事ごとに決まり、チェリーはその場に転ころがる。

　頭上にあった小樽は吹っ飛んで、そのまま──




　スポッ！




「ナイス、キャッチ！」

　小樽の身体は待ちかまえていたかのように、ブラッドベリーの腕の中に収おさまっていた。

「ブ、ブラッドベリー！」

「さあ捕つかまえた、小樽！　もう離はなさないよ！　あたしと一生を添そい遂とげるんだ！」

　ブラッドベリーもまた小樽を抱えたまま走り出す。

「待ちなさいっ！」

「私のものよォォォッ！」

　体たい勢せいを立て直し、チェリーとルクスが追ってくる。

　小樽をボールとしたラグビーが夜空の下で開かい催さいされているのだ。小樽の意志は完全に無む視しされて。

「おらっ、おらっ、おらっ！」

　ブラッドベリーは逃にげる、逃げる。




　ジュバァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァッ！




　砂さ塵じんをまき散ちらし、海岸線の木き々ぎを倒たおし、岩場を粉こな微み塵じんに砕くだいて進む。ブラッドベリーを止められるものはなにもない！

　だが、チェリーとルクスも負けていない。

　二人はぴったりブラッドベリーにくっついてきていた。

「ちぃっ、しつこい！」

「おい、いいかげんに……」

「ブラッドベリー、マスターを返しなさぁぁ～いっ！」

「私の小樽様よぉ！　私が結合するの！」

「うるさぁぁい！　こうなったら力ずくで小樽をあたしのものにするよ！　そうさ、小樽と結ばれちゃえばこっちのもの！」

「おい、オレの話も……」

「ブラッドベリー！　マスターと結ばれるのはあたしよ！」

「小樽様ぁ！　結合しましょう！　愛の結合を！」

「おらおらおらおらおらおらおらっ！」

「オレの話を聞けええっ！」

　舌ぜつ戦せんの混乱が極きわみに達たつしたとき、小樽がなにか叫さけぼうとして、思わず身体からだを動かした。

　それがブラッドベリーの体勢をわずかに崩くずす。

「しまった！」

　この状じよう況きようの中で、それは追う側にとってはまたとない好こう機きだった。

「えいっ、タックル！」

「もらったわ！」

　チェリーとルクスが大地を蹴ける。

　二人の身体がそのまままっすぐブラッドベリーに激げき突とつしていく。

　その一いつ瞬しゆんだった。




「ブラッドベリー、パスッ！」




　絶ぜつ妙みようのタイミングのその声にブラッドベリーの身体は反はん応のうしてしまう。いったいだれがそんな声を出したとも考えず。

「えっ!?」

「あっ!?」

「ああっ！」

「おわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　三人のマリオネットが団だん子ご状じよう態たいで地面にのめり込む中、小樽の身体は真横に飛んだ。

　そしてそこには！

「小樽クン！　ボクの熱あつきベーゼを受けてぇぇぇぇぇっ！」

　唇くちびるを突つき出した花形が待ちかまえている。

　別の意味で小樽の貞てい操そう、最大のピンチ！

「バカヤロォォォォォォォォォォォォッ！」

　それは力学上不可能なことなのかもしれない。しかし、身の危き険けんを感じた人間の反はん射しや神しん経けいの為なせる技わざか!?




　ヌゴォォォォォォォォォォォォッ！




　小樽は空中で右足を花形の顔面に突き出していた。

「うがががががががががが……！」

　そのまま花形の顔を踏ふみ台だいにして、小樽の身体は跳ちよう躍やくした。

　美うつくしい飛ひ翔しようのポーズ！

　人が鳥になった、夢のごとき瞬しゆん間かん！

　しかし、その先に陸地はなかった。

「いっ!?」

　崖がけ。

　小樽の身体は、そのまま弧こを描えがいて落ちていく。

「のわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」




　ヒュォォォォォォォォォォォォォ……




　小樽の姿がチェリー、ルクス、ブラッドベリーの視し界かいから消える。

「マスター！」

「小樽様！」

「小樽ぅ！」

　三人が慌あわてて崖下をのぞき込んだとき、十数メートル下の波なみ間まに小樽の姿はなかった。




　　　　３




「ふひ～～～……まったく、ひどい目にあったぜ……」

　全身ずぶぬれで小樽は砂浜に上がってきた。

　海面に飛び込んだとき、胸を強く打ってしまったが、とりあえず被ひ害がいといえばそれだけだ。

　落ちた崖からはずいぶん流されてしまっている。さすがにチェリー、ブラッドベリー、ルクス、そして花形の姿は見えなかった。

「ふぅ……」

　疲つかれたように小樽はその場に座すわり込んだ。そのまま仰あお向むけに寝ね転ころがる。

「…………」

　星がきれいだった。空いっぱいまるで砂さ金きんを大量にばらまいたかのように隙すき間まなく埋うめつくしている。

　そんな星をぼんやりと見ながら小樽は考え込んでいた。

　チェリー、ブラッドベリー、ルクスの三人の事だ。

「…………」

　ひどい目にあったことには違ちがいない。

　しかし、あの三人を恨うらむ気持ちにはまるでならなかった。

　むしろ小樽の心の中には喜よろこびのような感情が浮うかんでいた。三人の自分に対する気持ちのなんといじらしいことか。

「オレはいったい何者なんだろうな……あの三人との関係は……」

　記き憶おくはまだ戻もどっていない。そして、三人が言っていることが本当かどうかもわからない。

　けれど、一つ確かく信しんしたことは、自分はあの三人のだれとも非ひ常じようにいい関係であったということだ。

　三人はそれぞれ自分を好すいてくれている。そして、自分もまたあの三人に好こう意いを持っている。

「やっぱりオレはあの三人のだれかといい仲だったのかな……」

　記憶を失うしなってからこのときまで、小樽は一いつ貫かんして信じ切っていることがある。それは、チェリーたちが本物の女だということだ。テラツーという男だけの環かん境きようで生まれ育そだったのに、そちらの認にん識しきは完全に男女のいる世界のそれになっていた。

　これは小樽の深しん層そう心しん理りの底にあった願がん望ぼうとも言うべきものが表ひよう層そうに現れたのだろう。やはり小樽は男女のいる正常な世界を望のぞんでいるのだ（このことは実は後のち々のち、大きな問題となってくるのだが、もちろんこのときの小樽はそれに気づいていない）。

「まさか三みつ叉またかけていたなんてことは……いやいや、オレはそんないい加か減げんな男じゃない！」

　言い聞かせるように小樽は叫さけんでいた。

　一いつ瞬しゆん、恐きよう怖ふ感かんが小樽を襲おそう。

　もしも、三人の言うことがすべて大おお筋すじ事実で、しかも小樽がそのことを知った上で三人と付き合っていたとしたら……小樽はとんでもないプレイボーイということになる。

「じ、冗じよう談だんじゃねえ……」

　自分がそんないやな男であるとは思いたくなかった。

　考えてみれば記き憶おく喪そう失しつというのは恐おそろしいものだ。前にやっていたことをすべて忘れて、真まっ白しろな人間になってしまう。とんでもないウソをついていたとしたら、そのこともすべて忘れて──

「違ちがう、違う！　オレはそんな男じゃねえ！　絶ぜつ対たいに違う！　自信を持て、自分に！　おらぁぁぁぁっ！」




　ザコッ！




　うつぶせになり、小樽は砂地に頭を自みずからぶつけていった。




　ザコッ、ザコッ、ザコッ！




　繰くり返かえし繰り返し頭をぶつける。

（思い出せ！　なにか思い出すんだ！）

　焦あせる気持ちがつい無む茶ちやな行こう為いに走らせる。




　ザコォォォォォォォォォン！




「ぐわっ！」

　思わず割れてしまうかもしれないくらいの強さで、小樽は頭を地面に叩たたきつけていた。

「いててて……」

　痛いたみが頭全体を覆おおう。目も開あけていられないほどだ。

　だが、そのときフッと一いつ瞬しゆん記憶している映えい像ぞうが小樽の頭に浮うかび上がった。

（あ……）

　はっきりとはわからない。

　わかるのは、それは小樽と六人の少女の姿だということ。

　その中の三人はチェリー、ブラッドベリー、ルクスに間違いなかった。では、残りの三人は……？

（まだいるのか……？）

　驚おどろきを覚おぼえるとともに、少しばかりの安あん堵ど感かんを小樽は感じていた。

　一瞬浮かんだ映像の中で、小樽を囲かこむように六人がいて、全員が笑わらっていたのだ。

（オレはあの娘こたちをだましていないよな！　だって笑え顔がおなんだぜ！）

　小樽は必死で自分に繰り返し言い聞かせていた。

　根こん拠きよはその笑顔だけ。しかし、それにすがりつくしか今の小樽にできることはない。

　だれかに会いたい……そして、自分のことをもっと聞きたい──

　自分に対する強きよう烈れつな飢き餓が感かんを小樽が感じたときだ。

「…………！」

　気け配はいに気づいて、小樽は身体からだを起こした。

　振ふり向いて、砂浜の後ろにあった繁しげみを見る。

　だれかいる──

「だれだい？　チェリー？　ブラッドベリー？　それともルクスかい？」

　期き待たいするように叫さけぶ。

　ともかくだれでもいいから自分を知っている者に会いたかった。




　ガサッ……




　声に促うながされたように人ひと影かげが現れた。

　満天の星のおかげではっきりと顔が見える。

　それはチェリーでも、ブラッドベリーでも、ルクスでもなかった（もちろん花形でもない）。

「えっ!?」

　記き憶おくを失った小樽にとっては、初めて会う女の子だ。

　ショートカットで、右目には眼がん帯たいをしている。勝かち気きそうな瞳ひとみで、小樽をじっと見ているが、その視し線せんは決してきついものではない。むしろ、愛いとしさにあふれている。

　パンターであった。




　　　　４




　小樽は少し驚おどろいた表ひよう情じようでパンターをじっと見ていた。

「キミは……？」

「…………」

　パンターは無む言ごんで小樽に近づいてきた。視線は小樽を見み据すえたまま離はなれない。

（この娘こもオレのことを知っている……？）

　そう感じたとき、パンターが口を開いた。

「小樽……」

　名前を呼ばれた。やはりだ──

「あ、ああ……」

　小樽はコクンコクンと首が壊こわれたかのように何度もうなずいた。

　自分のことを知っているという喜よろこびとともに少しばかりの恐きよう怖ふも襲おそってきた。

　自分はいったいこの娘とどういう関係なのか──

「…………」

　パンターはなかなか言葉を続けようとしない。どこか独どく特とくの緊きん張ちよう感かんがある。

　それがいったいなにを意味するのか、無む論ろん小樽にはわからなかったが。

「あの……キミもオレのことを知っているのかい？　けど、オレは実は記憶が……」

「知ってる」

「えっ!?」

「オレのこと、忘れてしまったんだろ」

　悲かなしそうな表情でパンターが言う。




　ズキッ……




　胸むねに痛みを覚えて、小樽はパンターを見た。

　いつものパンターからは考えられない哀あい憐れんの瞳ひとみと態たい度ど──

　それが小樽の心を貫つらぬくように迫せまってくる。

　この娘についてなにか重じゆう要ようなことを忘れている──小樽は焦あせった気持ちにすらなっていた。

「キミは……名前は……」

「オレはパンター……やっぱり忘れられてたな」

「ごめん……」

「…………」

　またしても沈ちん黙もく。

　それは小樽にとって耐たえ難がたい沈黙となっている。

　もしかして、自分はこの娘にとんでもないひどいことをしたのではないか!?

　そんな思いも浮うかぶ。

「あ、あの……！」

　我が慢まんできなくなったように、小樽は思わず身を乗り出した。

　が、それを待っていたかのように──

「あのな、小樽！」

　突とつ然ぜん、パンターがひときわ大きな声を出した。

　今まで以上に強い視線で小樽を見る。

「えっ……!?」

　小樽は完全にその視線に飲のまれていた。

　緊きん張ちようした面おももちでパンターの次の言葉を待った。

　そして、それは凄すさまじい衝しよう撃げきとともにすぐに来た。

　パンターがスッと両手で自分のおなかをさわる。

　紡つむがれた言葉は──

「オレのここにはおまえの子供がいるんだ」

　瞬しゆん間かん、小樽は頭の中が真っ白になった。
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　パンターは口べたである。

　器き用ようでもない。

　作さく戦せんをじっくり練ねって、それに合わせて行動するというよりも、行き当たりばったりの上、力で押おし切きるというタイプだ。

　正しよう面めん攻こう撃げき、正面突とつ破ぱ。それがパンターの信しん条じようだった。

　あちこちで記き憶おくを失うしなった小お樽たる相手のラブラブ作戦が始まり、それをパンターが知ったとき、正しよう直じき彼女は戸と惑まどった。

　確たしかにチャンスだとは思う。過か去この記憶をなくした小樽は真まっ白しろな存そん在ざいだ。

　彼と恋こい仲なかになりたいのなら、この機き会かいを逃のがす手はない。

　けど、いったいどうすればいい──

　パンターにはチェリー、ブラッドベリー、ルクスがやっているような芝しば居いをやる自信はまるでなかった。

　必かならずボロが出る。そのとき、見み事ごとにフォローできるのか!?　いや……。

　実は、小樽が記憶を失ったことをパンターはかなり早い時期に知っていた。しかし、三人よりも行動が遅おくれたのはその自信のなさが原げん因いんだ。

　生うまれて（造つくられて）この方、パンターがこれほど自分のことを冷れい静せいに考えたことはなかっただろう。

　自分は短たん気き。自分は不ぶ器き用よう。自分は駆かけ引ひきには長たけていない。

　ならばどうする──

　今回の騒そう動どうには参さん加かしない。小樽をあきらめる──というのはパンターの選せん択たく肢しにはなかった。

　小樽のことを考えると胸むねが熱あつくなる。

　ティーゲルから、ファウストとどちらを選ぶと問われたとき、パンターの心の中でわかったことが二つある。

　一つはファウストという存在がやはり断たち切りがたい巨きよ大だいなものであるということ。

　もう一つは、それでありながら現在の小樽への強い想おもいだ。

　ああ、オレはこんなにも小樽のことが好きだったんだ──

　無む鉄てつ砲ぽうで、がむしゃらで、一いつ本ぽん気ぎで、熱ねつ血けつ野や郎ろうで、短気で、おっちょこちょいで、すぐ悩なやむ。

　そんな小樽の性せい格かくの一つ一つがパンターには無む性しように愛いとおしかった。

（小樽を奪うばわれてたまるか！　小樽はオレのものだ！）

　心しん底そこそう思った。

（考えろ、パンター！　小樽をものにするにはどうすればいい？　小樽がオレのことだけを見つめるようにするにはどうしたらいい？　小樽の心をどうしたら繫つなぎ止められる？　なにかあるはずだ……。オレの武ぶ器き。力以外のオレの武器……。女としてのオレの武器……）

　プロポーションには自信がある。しかし、それだけではだめだ。

　相手はチェリー、ルクス、ブラッドベリー……彼女たちが仕し掛かけている芝居以上のなにかを口べたの自分がやらなければならない。

（こんなとき、人間の女はどうしたんだ？）

　そう考えたとき、不ふ意いにその思いが湧わいた。

　自分たちマリオネットと人間の女との違ちがいについて。マリオネットにできなくて人間の女にできるもの。

　それは──

（……！）

　前に見た、クローン工場での赤あかん坊ぼうの生せい産さんが頭に浮うかぶ。

　強きよう烈れつな違い和わ感かん。

　かつて人は人から生まれた。

　女が産うんだ。

　子こ供どもを宿やどすということが人にとっていかに重要なことであるか。

　乙女おとめ回かい路ろに込こめられた情じよう報ほうか。本ほん能のう的てきにセイバーマリオネットたちはそれが女の最高の働はたらきの一つであることを理り解かいしていた。

　それは男にとっても衝しよう撃げき的てきなこと。

（これは武器になる……）

　チェリーたちを上回るにはこれしかない──

　そして、パンターはそれを実じつ行こうした。




　　　　２




　ポカンと口を開け、どこか腑ふ抜ぬけた表情で、小樽はパンターを見つめていた。

　衝撃があまりに大きすぎて、一いつ瞬しゆんで小樽のすべての意い識しきが吹ふっ飛とんでしまったのだ。

　今の小樽は「テラツーで生まれ育そだった小樽」ではない。記き憶おくを失ったため、人間として無む垢くな存在だ。

　その中にある情報──人は人から生まれる。人は女から生まれる。子こ供どもを作ることは人間の、いや生せい命めい体たいとしての最大の使し命めい。

　そう考えて当然なのが今の小樽だった。

　だからこそ、パンターの言葉は小樽に意識を吹き飛ばすほどの衝撃を与あたえた。

　おまえの子供ができた──ということは、育てなければならない。責せき任にんをとらなければならない。

「…………」

　小樽はようやく気を取り直すと、ぽつりとつぶやいた。

「すまない……」

「なぜあやまる？」

　パンターが少し意い外がいそうな顔をする。小樽は取り乱して、根ほり葉ほり聞いてくるのではないか──そう考えていたのだ。

「そんな大切なことを忘わすれちまってたからさ」

「…………」

　どこまでもお人ひと好よしなヤツ──パンターは思わず苦にが笑わらいした。
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　と、同時に心の中で罪ざい悪あく感かんが生まれる。小樽をだましているという罪悪感だ。

（それでも……オレは小樽と添そい遂とげたいんだ！）

　利り己こ的てきではあったけれど、心の中で頭かぶりを振ふって、パンターは必ひつ死しに罪悪感をはね除のけた。

「……！」

　ふと気がつくと、小樽がじっとパンターを見つめている。

　しかも微笑ほほえんで。

「な、なんだ……？」

「いや、その……なんてえか……うれしいんだ」

「うれしい？」

「ああ。オレも親おや父じになるんだなぁ、って思ったら、なんかうれしくなっちまってさ」

「…………」

「今までどんな人生を歩あゆんできたのかわからねえけど、これからはいっそうがんばらねえとな」

「…………」

　少しばかりパンターは理り不ふ尽じんな怒いかりを感じていた。小樽に対して。それは他人が聞いたらなに考えてるんだと叱しかられそうな怒り。どうにもならないくらい自分が恥はずかしくなる利己的な怒り。

　純じゆん粋すい無む垢くにもほどがある。これじゃあオレがますます悪者じゃねえか──と。

「おっと、そのまえに……」

　小樽が思い出したように真しん剣けんな表ひよう情じようになる。

　そして、パンターの前でいきなり──

「えっ!?」

　なんと小樽は土ど下げ座ざしていた。

「頼たのむ！　このとおりでえ！」

「な、なにを……!?」

「結けつ婚こんしてくれ、パンター！」

「今までの口くち振ぶりじゃあ、オレはおめえさんに対してまだ責任をとってないんだろ」

「あ、ああ」

「だったら責任をとらさせてくれ！　おめえさんと腹はらの中の子供、一いつ緒しよに幸しあわせにさせてくれ！　オレ、精せい一いつ杯ぱいがんばる！　だから、オレと結婚してくれ！」

　今度はパンターの頭の中が真っ白になる番だった。

　あまりに衝しよう撃げき的てきな言葉──結婚してくれ。

　記き憶おくを失っていようと、それを大好きな相手から言われたのだ。

　パンターは天にも昇のぼる心地ここちだった。

「オレは……」

　パンターはそれだけ言うと、なにも言えなくなり固かたまってしまった。

「……だめなのか？」

　それを拒きよ否ひととらえたのか、小樽ががっかりした表情を浮うかべる。

「ち、違ちがう！」

「じゃあ、いいのか!?」

「あ、ああ」

「やったぜ！」

　叫さけぶなり、小樽はパンターを抱だきしめた。

（あ……）

　温ぬくもりがパンターの全身を包つつみ込む。それは小樽の温あたたかさ。そして、優やさしさ。

　だが、温もりに浸ひたっていられる時間は長くなかった。

　チェリーたちの妨ぼう害がいが入ったわけではない。

　ではなぜか？

（小樽……）

　先ほどの罪悪感がより強きよう烈れつな形で襲おそってきたのだ。

　自分は小樽をだましている──

　もし、このまま二人で暮くらしたとしても子供が生まれることは絶ぜつ対たいにない。いつかはマリオネットであることもバレるだろう。そのとき、小樽はどう思うか。

　自分を罵ば倒とうするだろうか？

　いや、小樽はそうはしない。

　おそらくそのときも笑え顔がおで言うのだ。

　いいよ、気にするなよ──

　やさしすぎるのは時には罵倒されるよりつらい。自分はそれに耐たえられるだろうか。

　……耐えられないかもしれない。

　あまりにも自分が惨みじめだ。

　その惨めさに耐えられないだろう。

　噓うそをついて成じよう就じゆしても、必かならず報むくいが来る。

　考えすぎといってしまえばそれまでかもしれないが、少なくともパンターは気づいてしまった。未来にそうなる可か能のう性せいを。

「だめだ……！」

「えっ!?」

　パンターはいきなり小樽の腕うでから離はなれた。

「パンター!?」

「だめだ、だめだ！　これじゃあだめなんだ、小樽！」

「えっ!?」

「これじゃあオレが……オレは必ず惨めになっちまう！」

「パンター……？」

「おまえも傷きずつく！」

「おい、パンター！」

「ごめん、今までのは噓なんだ！　ごめん！」

　そう叫さけぶや否いなや、パンターは走り出した。

「パンター！」

　小樽が呼び止めるが、止まらない。

　脱だつ兎とのごとく駆かけ出し、あっという間にパンターは視し界かいから消えた。

「パンター……？」

　わけがわからず、小樽は呆ぼう然ぜんと立ちつくすのみだった。
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　ザザァァァ……




　小樽といた砂すな浜はまからかなり離れた場所にパンターはいた。そこもやはり砂浜だ。

　パンターは波なみ打うち際ぎわに立っていた。

　下を向いて、足にまとわりつく波を見つめている。




　ザザァァァァァァァァ……




　気け配はいに気づき、ふと横を見た。

　いつの間に来たのか、チェリー、ブラッドベリー、ルクスが立っている。

　なぜか全員、哀かなしそうな顔をしていた。

「邪じや魔ましにくるのがやけに遅おそかったじゃねえか……」

　パンターは寂さびしげな笑えみを浮うかべながら言う。それはチェリーたちに対する皮ひ肉にくというよりも、自みずからを嘲あざわらっているような含ふくみがあった。

「あんたの気持ち……わかるぜ、パンター」

　意外な言葉がブラッドベリーから出た。

　パンターは愕がく然ぜんと三人を見る。

「見てたのか」

「ええ」

　チェリーがうなずく。

「…………」

「あなたのやり方を見て、最初は確たしかに嫉しつ妬とに駆かられて……でも、マスターの態たい度どを見ていたら…………たぶん、あなたと同じことを考えてしまったんだと思いますわ」

「…………」




　ザザザァァァァァァァァァ……




　しばしの沈ちん黙もく。

　あたりには波の音だけが響ひびきわたる。

「前に赤あかん坊ぼう騒さわぎがあって……オレたちマリオネットは子供を産うめないんだってわかってたことなのにな……。バカだな、オレ……」

　沈黙を破やぶった言葉は後こう悔かいという気持ちに彩いろどられていた。

「バカなのは私たちも同じよ、パンター……」

　ルクスも自じ嘲ちようしたように言う。

「小樽様をだまして……そしてうまくいったって……噓うそはいつか綻ほころぶもの。最後に後悔するのは自分」

「ホント、バカだよ、あたし……」

「あたしもですわ……」

　四人はうつむいて、またしても黙だまり込んでしまった。




　ザザァァァァァ…………




「もう気が済すんだかい？」

　今度の沈黙を破ったのは四人とは別の声だった。

「ティーゲル……」

　振ふり向くと、優やさしげな笑えみを浮うかべてティーゲルが立っていた。

「全部見てたのか？」

「ああ。最初から」

「こうなることもわかってたのか？」

　パンターは真しん剣けんな目でティーゲルを見つめる。

　ティーゲルはコクッとうなずいた。

「…………」

　ならばなぜ最初に教えてくれない──とはパンターは言わなかった。それくらい、さすがにパンターでもわかる。

　これは自分で気づかなければだめなのだ。そして、それが成せい長ちようということ。

「……オレたちマリオネットって、欠かけた存在だよな」

「ああ……」

「やっぱりオレたちは所しよ詮せん人間の女の代かわりでしかないのか？　人間の女と同じじゃない……」

「そう決めつけるもんじゃない！」

　ティーゲルが強い調子で言う。

　わずかな怒いかりの混まじった声に、一同が驚おどろいたようにティーゲルを見た。

「そりゃあ確かに人間の女になりたいという気持ちはどこかにある。けれど、だからといって今の自分を否ひ定ていするのは愚おろかなことだ！」

「…………」

「あたしたちは今まで等とう身しん大だいの自分自身で小樽と付き合ってきた。そして小樽はそんなあたしたちのことを気きに入いってくれているんだ！　女性復ふつ活かつが成なし遂とげられたとき、人間の女になるかもしれないあたしたちを気に入ってくれたんじゃない！　今のあたしたちをだよ！」

「ティーゲル……」

「今のあたしたちの存在を否定することは、そんなあたしたちを気に入ってくれている小樽の気持ちを踏ふみにじることになるよ！」

「オレは……小樽の愛に応こたえたい」

　パンターが言った。

「あたしは小樽の愛を独どく占せんしたかった。けど、小樽をだましてまでするのはだめだ！」

　ブラッドベリーも言う。

「あたしも間ま違ちがってましたわ！　正せい々せい堂どう々どう、正直にマスターにアプローチします！　等身大のあたしを好きになってもらいたいから！」

　チェリーも続く。

「私は小樽様が好き。純じゆん粋すい無む垢くで、正直で、お人ひと好よしの小樽様が！　だから、私もそんな小樽様を裏うら切ぎらない！」

　ルクスもはっきりと声に出した。

　四人は顔を見合わせて大きくうなずいた。

　やることはただ一つ。

　小樽にあやまること──

　ティーゲルがふたたび微笑ほほえみながら言う。

「その前にもう一つやることがあるんじゃないのか？」

「えっ!?」

「小樽の記き憶おくを取り戻もどさせること」

「あっ！」

「それに小樽にアピールするなら、そっちのほうがいいと思うぞ。『あたしの愛で小樽様の記憶を取り戻もどさせた』……そういう競きよう争そうならいくらでもやってくれ。グズグズしてると、あたしらの中でも一番純粋無垢な娘こに先を越こされるぞ」

　一番純粋無垢な娘──それがライムのことであるのを全員が瞬しゆん時じに理解した。

「…………」

　四人はふたたび顔を見合わせた。

　今度は先ほどとはニュアンスが異ことなる。

　お互たがいの顔色をうかがうように見つめ合う。

　目が言っている。今度は絶対に負けられない、と。

　そして──

「それっ！」

　四人はいっせいに走り出した。

　視界から見えなくなるのは一瞬のことだった。

「ふう……」

　それを見み送おくりながら、ティーゲルが他ひ人と事ごとのようにつぶやいた。

「さて、あたしはどうしよう……？」

　しばし考え込んだ後、ティーゲルは少し照てれたように頰ほおを染そめた。

「たまには……」

　ダッと地面を蹴けり、ティーゲルの姿すがたは夜空に消えた。
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　パンターが消えた後、小樽は砂すな浜はまに座すわり込んでいた。

「噓うそ……？　どういうことだ？」

　怪け訝げんな表情で海を見つめている。

「子供っていうのが噓だったのか……？」

　あのとき、小樽は心底パンターのことを愛いとしく感じていた。

　我われながら単たん純じゆんすぎると思うが、小樽は彼女を一いつ生しよう守ろうと瞬時に思っていた。責任をとるというよりも自分の子供を宿してくれた喜よろこびのほうが強かったのだ。

　だがそれも噓だったという。

　噓をつかれたことに対する怒いかりはない。それよりも彼女はなぜ噓をついたのか。

「オレのことを……？」

　彼女の目は自分に対する好こう意いであふれていた。子供ができたという噓をついてでも自分と一いつ緒しよになりたい──あんな美べつ人ぴんにそう思わせているとしたら、自分はなんと幸しあわせな野や郎ろうか。

「オレって、どういう人間だ？」

　そのとき小樽は気づいた。

　そうなのだ。

　チェリーも、ブラッドベリーも、ルクスも、そしてパンターも……四人とも自分のことを好すいてくれている。

　今ならわかる。チェリーの話も、ブラッドベリーの話も、ルクスの話もすべてが噓だということが。

　けれど、その噓は自分とより親しん密みつになりたいという彼女たちの想おもいから出た噓──

（あんなかわいい娘こたちに好かれまくっているオレって……）

　一つわかることがある。

　自分がとてつもなく優ゆう柔じゆう不ふ断だんだということだ。

　彼女たちのだれ一人に対してもはっきりと返事をしたわけではない。それゆえ、彼女たちは噓をついてまで必ひつ死しになったのだ。

　プレイボーイ……とまではいかないにしても、とてつもなく優柔不断な自分──

「はあ……」

　小樽は思わずタメ息をついた。

「ろくな野郎じゃねえな、オレって……」

　そうつぶやいたときだった。




　ガコッ……




「いっ!?」

　突とつ然ぜん、小樽の下の砂が陥かん没ぼつする。

「な、なんだ!?」

　ただ陥没しただけでなく、周しゆう囲いを巻まき込んで大きくすり鉢ばち状じようになっていた。

「いいっ!?」

　上のぼろうとしてもすり鉢状の砂は次つぎ々つぎと崩くずれ、どうしても上ることができない。

　そう、それは巨きよ大だいな蟻あり地じ獄ごくだ。

　そして、そのすり鉢状の一番深いところにいるのは──

「おったるクゥ～ン！」

　今回は完全に妖よう怪かいと化かしている花はな形がただった。

「わぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ、なんだ、なんだ、おまえは！」

「キミの愛する花形美み剣つるぎじゃないか、小樽クン！」

「黙だまれ、妖怪！」

「やだなぁ、妖怪だなんて！　これは愛の蟻地獄。小樽クン、ボクと一いつ緒しよに愛の蟻地獄にはまろう！」

「遠えん慮りよする！」

「そんなこと言わないで！　さあ！　さあ！」

「く、くそっ！」

　上ろうともがいても、小樽の身体からだはどんどん花形のいる中心部に落ちていく。

「ふふん！　小樽クンはどうあってもボクと一緒になる運うん命めいなのだぁ！」




　ガシッ！




　ついに花形の手が小樽の足をつかむ。

「小樽クゥ～ン！」

「うわっ、離はなせ！」

「いやっ」

「離せって言ってるだろ！」

　ガシッ、ガシッと足で蹴けっても、一度食らいついた花形は離れない。まさに蟻地獄。

「小樽クンはボクのものだ！　もうあんな機き械かい人にん形ぎようどもには渡わたさないぞ！」

「機械人形……？　なに言ってんだ、おまえは!?」

「やだなぁ、小樽クン！　マリオネットのことだよ。チェリーやブラッドベリーやルクスやパンター……あいつらはマリオネット！　んでもって、マリオネットはただの機械。だから機械人形と……」

「ちょっと待て！」

　小樽が動きを止めた。

　真しん剣けんな表情で花形を見る。

「おい、もう一度言ってみろ」

「あ、あれ……？　小樽クン、本ほん気きで怒おこっちゃった？　いや、だから機械人形というのは言こと葉ばのあやで……」

　さっきまでの妖よう怪かいぶりもどこへやら。真剣な小樽を前にして、花形のテンションは一気に下がる。しどろもどろ。

「いいから！　マリオネットのこと、もういっぺん言ってみろ！」

「だ、だから……女のいないこの星で、マリオネットは女性代がわりの機械で……ただ、チェリーたちは乙女おとめ回かい路ろっていう人間の女と同じ心の働はたらきをする回路がついていて……」

「…………」

　小樽は愕がく然ぜんとした表情になっていた。

　機械……あの四人が機械──

　半なかば脅おどされた形でオドオドしながら言っているだけに花形の言葉に噓うそがあるとは思えない。

　マリオネット──

　そして乙女回路──

「！」

　小樽の頭の中を電流のような衝しよう撃げきが走る。

「オレは……」

　その言葉にはとてつもなく思い入れがある。自分にとってなくてはならない重じゆう要ような想おもい──

「小樽クン！　小樽クン！」

　花形の呼よぶ声も耳に入らず、小樽は砂の中に立ちつくしていた。

（乙女回路を持つマリオネット……人間の女と同じ……）

「だから小樽クン！　この世界では男同どう士しが愛し合うのが正しいんだって！」




　ドカッ！




「ぐえぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　小樽の唇くちびるに向かって自分の唇をタコのように伸のばしてきた花形の顔がん面めんに、無む意い識しきのうちに拳こぶしを叩たたき込みながら、小樽は考え続けていた。

　自分にとってのキーワード──乙女回路のことを。




　　　　５




「だめだ……やっぱりわからねえ……」

　気き絶ぜつした花形を放ほうって、蟻地獄からなんとか上ってきた小樽は、砂浜に寝ね転ころんだ。

「…………」

　ショックだった。

　人間の少女と思っていたあの四人──チェリー、ブラッドベリー、ルクス、パンターは機械だという。

（マリオネット……そして、乙女回路……）

　彼女たちに女性の心を与あたえている乙女回路──それゆえ、彼女たちは人間の女と同じく行動できたという。

「……！」

　ふと、小樽は思う。

（あれ？　オレはいったいなんでショックなんだ……？）

　彼女たちが機械だったことか──

　しかし、この世界では人間の女性は一人もいないという。

　それでも彼女たちが機械であることがショックだったというのか。

　自分は人間の女性を求めていたのか？

（あれ……？　あれ……？）

　もしもそうなら……自分はずっと彼女たちの気持ちに応こたえていなかった？　それはただ一つ、彼女たちが機械という理り由ゆうで……？

「そんなことはねえ……はずだ」

　彼女たちはしぐさもなにもかも人間の女と変わらない。それなのに小樽は満まん足ぞくしてなかったというのか。

　ショックとはそういう意味ではないのか!?

（オレは……）

　罪ざい悪あく感かんが広がる。

　小樽は寝転がったまま呆ぼう然ぜんと夜空を見つめていた。




　ザザザァァァァァァァァァァ……




　波音が響ひびいてくる。

「……！」

　いきなり視界が人の顔で埋うめ尽つくされた。

「なにしてるの、小樽？」

　大きな目が一いつ心しんに小樽を見つめている。黄色いバンダナを頭にまいて、大きめのかんざしをつけている。

　またしても少女──

「あ……おまえは……？」

「…………？」

　優やさしげな微笑ほほえみをたたえ、無む警けい戒かいな目で自分を見つめてくる少女──

「おまえはだれだ……？」

「えっ？」

「おまえは……？」

「やだ、小樽！　ボクのこと、忘れちゃったの？」

　さっきまで微笑んでいた顔が急に哀かなしげな表情になる。

　大きな目には涙なみだまで浮うかぶ。

　急きゆう激げきな感かん情じようの変化。

　小樽の心に相手の少女の哀しみが迫せまってくる。

（あ……）

「ねえ、小樽！　小樽！」

　あまりにも純じゆん粋すい無む垢く。

　目の前の少女は──




　ドクン……




　小樽の心が鳴なる。

　少女は哀しげな瞳ひとみでじっと見つめ続けたままだ。

「ライム……か？」

　小樽の口からその名が紡つむがれた。
















第五章　これが愛だぁぁぁぁぁぁっ！













　　　　１




　少年の名は小お樽たる。

　少女の名はライム。

　二人の間に言こと葉ばはいらない。目と目があっただけで、二人はすべてのことを知る──

　そんな表ひよう現げんがぴったりの瞬しゆん間かん。

　ボーイ・ミーツ・ガール。

「ライム……」

　小樽の口からはっきりとその名が出る。

　そう、小樽は思い出したのだ。覚おぼえていなければならない名前の一つを。

「わあ！」

　瞬間、ライムの顔に笑えみが広がる。

　まぶしいばかりの笑顔。

　うれしくて、うれしくてたまらないといった感かん情じようにあふれている。

　人間、ここまで心の奥おく底そこから喜よろこびを嚙かみしめることができたら、どれだけ幸しあわせだろうか。

　そんな笑顔……。




　ドキッ！




　小樽の胸むねが鳴なる。

　小樽はまだ完全に記き憶おくを取り戻もどしたわけではない。頭の中を覆おおっていた霧きりの、わずかに一部をようやく払はらいのけただけだ。

　が、ライムの立て続けの反はん応のうは、小樽のその霧を確かく実じつに追い払う特とつ効こう薬やくになっていた。

「オレは小樽……そして、キミはライム……」

「そうだよ」

「オレ……」

「えっ？」

「オレは……キミの……」

「えっ？」

「オレはキミの……なんだ？」

「……変な小樽？　やっぱり小樽、今日変だ？　ボクと小樽は好きな者同どう士しだよ」

　そう言いながら、ライムはまたしてもニッコリと微笑ほほえむ。




　ドキッ！




　小樽の胸がふたたび大きく鳴った。

「ふにゃ」

「好きな者同士って……オレたちは恋こい人びと同士だったのか……？」

「ボクは小樽のことが好き！　それでもって、小樽もボクのことが好きっ！」

「えっ……？」

　その言い方のなんとよどみのないことか。

　小樽は思わずライムの無む邪じや気きな言葉に浸ひたっていた。




　ボクが好き。

　オレも好き。

　ボクは小樽が大好き。

　オレもライムが大好き……。
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　言葉は踊おどる。

　そして、感情が飛とび跳はねる。

　だが、ライムの言葉はそれだけでは終わらない。

「それでね、それでね。チェリーも小樽のことが好きで、ブラッドベリーも小樽のことが好きで、ティーゲルも小樽のことが好きで、ルクスも小樽のことが好きで、パンターも小樽のことが好きなの」

「えっ？」

「そして、小樽もみんなのことが好き」

「オレが……」

「あはは」

　ライムの笑みは魔ま術じゆつだ。

　小樽の心がどんどん軽くなっていく。

　濁にごっていた水がどんどん透すき通とおっていく。

　霧きりの勢せい力りよくはもはや風ふう前ぜんの灯ともし火び。

「チェリー……ブラッドベリー……ティーゲル……ルクス……パンター……」

　小樽の中で顔と名前が一いつ致ちしていく。愛いとしいという感情が高まっていく。

　そう、それは記き憶おくをなくしてからまだ会ったことがないティーゲルに対してさえも。

「オレは……間ま宮みや小樽……そして、オレは……みんなのことが好き……」

「そうそう」

「オレは……みんなと一いつ緒しよに暮くらしていた………」

「うん」

「オレは…………」

　そこから小樽の言葉は続かなかった。

　あと一いつ片ぺん残った霧。

　ほんの一点だけの黒い水。

　最後のなにかがあれば、小樽の記憶は完全に復ふつ活かつする。

　それは本人にもわかる。

　あとなにかが……。

「どうしたの、小樽？」

　また硬かたい表ひよう情じようになってしまった小樽を見て、ライムが心しん配ぱいそうに言った。

　ライムの哀かなしみの表情はまたも強力な衝しよう撃げきとなって小樽を襲おそう。

　小樽にとってそれは見たくないもの。そして、小樽にとってもっとも強い衝撃を与あたえるもの。残った霧を吹ふき飛ばすほどの。

「小樽、なにか悩なやんでるの？」

「ライム……」

「なにか心配事があるの？」

「…………」

「なにか悲かなしいの？」

「…………」

「小樽が悩んでるとボクまで悩んじゃう。小樽が悲しいとボクまで悲しいよ」

　それは純じゆん粋すい無む垢くなライムの本心。小樽にとってそれは心を破は壊かいしかねないほどの強力な一いち撃げきだ。

「オレは……！」

　最後の霧は今まさに吹き飛ばんとしていた。
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　あったのは喜よろこび。

　そして、嫉しつ妬と。

　最後に恐おそれ。

　それがその光こう景けいを見ていた五人の共通した気持ちだった。

　チェリー、ブラッドベリー、ティーゲル、ルクス、パンターは繁しげみの陰かげから一いつ瞬しゆんたりとも目を離はなさず、二人を見つめていた。

　二人とはもちろん、小樽とライム。

「マスター……」

「小樽ぅ……」

「小樽……」

「小樽様ぁ……」

「小樽……」

　五人はそれぞれその名をつぶやいていた。




　喜びはある。

　それは小樽の記き憶おくが戻もどることに対しての喜び──

　あたりまえのことだが、やはり元のちゃんとした小樽が一いち番ばん自し然ぜんだ。

　押おしつけた記憶では幸しあわせになれない──今やそれは全員わかっている。

　だからうれしいのだ。




　嫉妬がある。

　それは小樽の記憶を甦よみがえらせたライムに対する嫉妬。

　嫉妬しているという認にん識しきは自じ己こ嫌けん悪おを引き起こすが、それでも嫉妬せずにはいられない。

　それほどライムがうらやましく、それができなかった自分が情なさけなく思えるのだ。




　そして、最後は恐れ。

　それはライムと小樽の今後への恐れ。

　このことで勝しよう負ぶが決まってしまうということへの恐れ。

　ライムに母ぼ性せい的てきな愛を感じているティーゲルでさえも、なにかこう胸むねがしめつけられるような想おもいが募つのる。

　自分は決まってしまった後、「小樽とライム」のそばにいられるか。いや、いられないかもしれない。

　それほど辛つらいことだ。
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（だめぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！）

（や、やめろぉ！）

（…………）

（お願い、やめて！）

（やめやがれっ！）

　叫さけびたいが声が出ない。

　今の小樽とライムにはなにものも邪じや魔まできない雰ふん囲い気きがある。

　そうしようとしても憚はばかられる……そして、そうしたら自分が惨みじめになる……そんな雰囲気──

　五人はひたすら小樽とライムを見つめるしかなかった。
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　小樽とライムもお互たがいを見つめ、言葉を発しなくなっていた。

　小樽は真しん剣けんな表情のまま硬こう直ちよくしている。

　ライムも心配そうな表情のまま、小樽がなにか言うのを待っている。




　ドキン……ドキン……ドキン……




　小樽の胸の鼓こ動どうはますます高まっていく。

　そして、それが伝でん染せんしたのか、ライムもまた急きゆう激げきに緊きん張ちよう感かんに包つつまれていった。

（あれ……？）

　最初、ライムはそんな自分がよくわからなかった。

（なんだろ？　急にドキドキしてきた）

　それが目の前にいる小樽の視し線せんのせいだと気づくまでかなりの時間がかかる。

　いや、そうではなかったのかもしれない。ライムだけが長い長い時間を感じていたのかもしれない。実じつ際さいにライムが自分のときめきを知ったのは小樽と見つめ合い始めてわずかな時間だったのかもしれない。

　それでも、ライムにとっては長い長い時間だったのだ。ただなにも考えられず、ひたすらドキドキするその時間は。




　ドキン……ドキン……ドキン……




　小樽にとってもそれは長く長く感じられた。

（オレは……）

　記き憶おくを取り戻もどす最後のきっかけ。

　最後の霧きりを吹ふき飛ばす瞬しゆん間かん。

　それがもうまもなく訪おとずれようとしている──そんな感かん覚かくがある。

　それは待っててはいけない。

　自みずから行動しなければならないのだ。

（オレは……）

　どうすればいい？

　なにをするのだ？

　目の前のライムという少女に──

「…………」

　感覚だけがわかっている。

　考えてしまえば、普ふ段だんの小樽ならば決してできないことだ。

　それはその場の雰ふん囲い気きに流され、そしてやってしまうことなのだ。




　ドキン……ドキン……ドキン……




（熱あつい……）

　ライムは身体からだ中じゆうが火ほ照てるのを感じていた。

　小樽の顔が妙みように生なま々なましく感じられる。

　小樽の視線が強く迫せまってくるのがわかる。

　小樽の息づかいが聞こえる。

　小樽の想おもいが自分を覆おおうのを感じる。

（小樽……）

　胸がギュッと締しめつけられた。

　ライムは思った。自分はなんてこの目の前の人が好きなんだろう、と。

　好きで、好きで、好きで、好きで、好きで、好きで、好きで……たまらない！

　何千回、何万回「好き」という言葉を繰くり返かえしてもまだ足たりない。

　愛いとしい。

　抱だきしめたい。

　そして抱かれたい。

（小樽……！）

　急に欲よく望ぼうがライムの心の中にわき起こる。

　抱きしめられたいという想いが。

（ボク……！）

　ライムは口を動かそうとした。

　その想いを伝つたえたい。

　言うんだ！

「お……」

　が、小樽という言葉が出てこない。

　カーッと顔が熱くなる。おそらく顔中真まっ赤かになっているだろう。

「お……」

　言うんだ。

　言うんだ！

　言うんだっ!!

「小樽……ギューして！」

　……言った。




　ドキン！




　小樽の胸の鼓こ動どう──

「えっ!?」

　一いつ瞬しゆんの鼓動は心しん臓ぞうをうち破やぶるかと思われるほどの大きさだった。

　心臓が飛び出すほどとはこういうときのことを言うのか。

　そんなどうでもいいようなことを頭の中によぎらせながら、それでも身体からだはライムの言葉に反はん応のうしていた。

「ライム……」

　小樽の身体がライムに近づく。

「あ…………」

　ライムは真っ赤になったまま動かない。

「…………」

　小樽の身体がライムに触ふれるかどうかのすぐ間ま近ぢかまで来る。

「…………」

　ライムの全身はますます熱くなっていく。

　スッと手が上がる。

　ドキンとライムの胸が鳴る。

　そして──




（ああっ！）

　繁しげみで見ていた五人は声にならない声をあげた。

　小樽が自分からライムを抱だきしめたのだ。

（あああ……）

　なにも考えることができない。

　ただ叫さけぶだけ。しかも心の中で。

　チェリー、ブラッドベリー、ルクス、パンターは記き憶おくのない小樽に抱きしめられている。

　が、そのときとライムへの抱ほう擁ようが大きく異ことなっていることに四人は気づいていた。

　義ぎ務む感かんや喜よろこび、済すまないといった謝しや罪ざいの気持ち──そういった感情で抱きしめているのではない。

　ライムへの抱擁はもっと尊とうといもの、もっと愛に近いものだ。

（だめ……！）

　事実を否ひ定ていしたい気持ちが強く働はたらく。

　そして、それが暴ぼう発はつ寸すん前ぜんになったのは、目を閉じたライムの顔に、小樽の顔がゆっくりと近づいていく光景を見た瞬しゆん間かん──




「だめぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」




　ついに感情が暴発し、全員がほぼ同時に飛び出しかけたそのときだった。




「やめてくれぇぇぇぇっ、小樽クン！」




　不ふ謹きん慎しんかもしれないが、五人には、このときばかりはこの声が天の助けに聞こえた。
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「うわっ！」

「きゃっ！」

　唇くちびるが触ふれ合う寸前で、小樽とライムは飛び離はなれていた。

「おまえは……！」

　小樽とライムの間に割って入っていたのは花はな形がただ。

　花形は目から滝たきのような涙なみだを流し、速そく射しや砲ほうのように小樽にまくし立てた。

「ひどいよ、ひどいよ、小樽クン！　よりにもよってこの小こ娘むすめ……もとい！　機き械かい娘とあ～んな破は廉れん恥ちなことをしようとするなんて！　そんなの人間のやることじゃない！　ボカァ認みとめないよ！　天地がひっくり返ったってボカァ認めない！」

「お、おい……」

　その興こう奮ふんぶりとあまりの迫はく力りよくに、さすがに小樽も押おされ気ぎ味みだ。

　ライムのほうは啞あ然ぜんとした表情で立ちつくしている。まださっきまでの感情が抜ぬけ切れていないのだ。

「小樽クン！　不ふ潔けつだ！　不潔だよ！　人間は人間と交まじわってこそ正しく進化するものだ！　それを……！　小樽クンがやっていることは人類に対する冒ぼう瀆とく！　挑ちよう戦せんだよ、挑戦！　人類すべてに対する挑戦！　ああ、そんな過か酷こくな事じ態たいに小樽クンを向かわせていいのだろうか！　いや、いけない！　この小樽クンの愛の騎き士し、花形美み剣つるぎのすべてをかけて阻そ止しせねば！　小樽クン、愛とは清きよく正しくノーマルな方向に進まねば！　そのためならボクはなんでもしよう！　キミの名を呼び続けよう！　小樽、小樽、小樽、小樽、小樽……ボカァ、百万回だって呼べるよ！」

　花形の自じ己こ陶とう酔すいが、行き着くところまで行き着きかけたときだった。

「花ちゃん、ひどいっ！」

　ライムの叫さけびが花形の話を中ちゆう断だんさせる。

「せっかくボク、小樽と……」

「ライム……」

「だめだ、だめだ！　この花形の目の黒いうちは断じて小樽クンと熱い関係などにはさせんぞ！　小樽クンとネチネチぬとぬとの熱い行こう為いをするのは、この花形美剣だけで十分だぁぁぁっ！　さあ、小樽クン、初級はまずこの熱いベーゼ！　いざっ！」

　花形の身体からだが小樽に向かって飛ぶ。

「気持ち悪いんだよ、おまえは！」




　ドゴォォォォッ！




「むぎゅ……」

　小樽の一いち撃げきがまともに花形の顔がん面めんにめり込んだ。

　今回、さまざまな妖よう怪かいぶりを発はつ揮きした花形も、さすがにこうまともに決まってはたまらない。

　花形はばったり地面に落ちると、そのまま動かなくなった。

　合がつ掌しよう。




　チーン……




　小樽は撫ぶ然ぜんとした表情でつぶやく。

「ったく、花形のヤツはジャポネスにいようがどこにいようが変わらない……」

　そこまで言って、小樽はポカンと口を開けた。

　小樽は目の前の倒たおれている男をはっきりと昔から知っている花形と認にん識しきしているのだ。

「あ、あれ……？」

「小樽……？」

「ライム……だよな。そいでもってオレはジャポネスの間宮小樽。スットコドッコイのジャポネスッ子」

「なに言ってんの？　変な小樽？」

　ライムは結けつ局きよく小樽が記き憶おく喪そう失しつだったことに気づいていなかったのだ。

「どうやら記憶が戻もどられたようですね」

「えっ？」

　振ふり返ると少女たちが立っている。

「チェリー！　ブラッドベリー！　ティーゲル！　ルクス！　パンター！」

「小樽、あたしがわかるのかい？」

「ああ……。そうか……オレたちは花形の口くち車ぐるまに乗のって、つい筏いかだでニューテキサスに渡わたろうと……」

「すべてを思い出したね、小樽」

　ティーゲルがニッコリ笑う。

「そいでもって嵐あらしにあって、この島に流れ着いて……その後はずいぶん、なんかおめえらにいろいろと……」

「そのあたりは忘わすれてくださって結けつ構こうですわ、小樽様。オーホホホホ……」

　ルクスが内ない心しんの焦あせりを隠かくすようにわざとらしく笑った。

「ごめん、小樽」

　パンターのほうは素す直なおに頭を下げた。

　パンターの性せい格かくからして、ここはきちんとオトシマエをつけたかったのだろう。

「うん、まあ、いいってことよ。とりあえずみんな無ぶ事じだったしな」

「ブー！　ボクはもうちょっとで小樽にギューしてもらえたのに」

　ライムはまだ不ふ機き嫌げんそうだ。

　それほどライムにとってあの瞬しゆん間かんは至し福ふくの時だったのだ。

　が、すべて記憶が戻った小樽にしてみれば複ふく雑ざつな想おもいだ。

　なんせ小樽の代だい名めい詞しは優ゆう柔じゆう不ふ断だん。しかも、全員を前にしてしまうと全員それぞれに情がわき、全員の目を気にしてしまう。

「あら、ライム、だめよ！　もうライムの番は終わりよ。今度はあたしの番ですわよね、マスター！」

「いっ？」

　チェリーは先ほどの事じ態たいからすっかり立ち直っている。

　いや、それは全員同じだった。

「なに言ってんだい！　胸むねのないマリオネットは引っ込んどいで！　小樽と胸を密みつ着ちやくさせながらいいことするのはあたしさ！」

「なんでそこで胸の大きさが関係するんです！」

「胸の大きさならばあたしにも権けん利りはあるわけだ」

　珍めずらしくティーゲルがそんなことを言う。

「まあまあ、とりあえずはまずは私が小樽様と愛し合うということで」

「てめえの頭の中にはウジがわいてるんじゃねえのか、ルクス！　どこをどうしたら、そういう結けつ論ろんが出るんだ！」

「失しつ礼れいね、パンター！　私はただ、小樽様のことを思って！」

「マスターのことを一番考えているのはあたしです！」

「あたしに決まってんだろ！」

「ボクは小樽が好きッ！」

「オレだって！」

　ようやくいつものように、いつものハチャメチャに──とはまだいかなかった。

「ううう……結局ダメだったか」

　騒さわぐ一同のうしろでゆらりと立ち上がった影かげがある。

　異い様ような雰ふん囲い気きを醸かもし出しているその男の名は花形……というより、そこには花形しかいないのは歴れき然ぜんとした事実だが。

「あれ、花形？」

「あ、花ちゃんが復ふつ活かつした」

「珍しい」

「シャラップ！　今回のボクはいつものボクとは違ちがうのだ！」

「いつもより妖よう怪かい化かが進んでいたよな」

「執しゆう念ねんといいたまえ！　執念と！」

「執念ねえ……」

「今回、なぜボクがここまで執念を燃もやしたかわかるかい？」

「はっ？」

「フ……フフフ……フハハハハハハハハハハハハハハハハ……ゴホッ、ゴホッ、ゴホッ」

「ほら、なれない雰囲気出すからむせる」

「ええい、だまらっしゃいっ！　ともかく、今回、筏いかだの遭そう難なんと、この島への漂ひよう着ちやくはボクの謀はかり事ごとだったのだぁぁぁぁっ！」

「いいっ!?」

　意外な事実。

　なんと、今回の事じ件けんはすべて花形が仕し組くんだというのか。

「花形、おめえ……」

　真ま面じ目めな表情で小樽がなにか言うかと思えば──

「なかなか冗じよう談だんうまくなったじゃないか」

「違う！　冗談じゃない！　ホントのことなの！　愛する小樽クン！　全部はキミのためだよ！」

「はあ？」

「完全に曇くもってしまったキミの目を覚さまし、正しい愛を身につけてもらうためにボクは今回のことを計画したのさ！　そう、これもまたすべてキミへの愛！」

「小樽様をたきつけて、わざわざ嵐あらしになる日に筏で海へ出て……」

「そうそう」

「この島にいろいろと仕し掛かけを作っておいて、あたしらを出し抜ぬいて小樽に近づこうとしたのも……」

「そうそう。我わが上じよう州しゆう屋やの力をもってすればそんなこと容易たやすいこと！」

　花形は自じ慢まんげに言った。

　ちなみに上州屋とは花形の家の屋や号ごうのことだ。




　ボキッ……ボキッ……ボキッ……




「いっ!?」

　指を鳴らす音がいくつも響ひびく。

　鳴らしているのはもちろんセイバーマリオネットたちだ。

　彼女たちの目は怒いかりに燃えて花形を見ている。

「花公！」

「許ゆるせませんわ！」

「殺す！」

　怒りのオーラが花形を襲おそう。

　花形ときたら腰こしが抜ぬけて、おしっこちびりまくり……とはならなかった。

「ふん！　怖こわくないもんね！　もう、ボクちゃんは決めちゃったんだもんね」

「花形？」

　花形は小さな四角い箱はこを取り出した。

「なんだ？」

「小樽クン……ボクの最後の作さく戦せんは失しつ敗ぱいした……」

「おい、最後の作戦って？」

「でも、ボクはどうしてもキミがあきらめきれないんだ！　間宮小樽はボクのものだ！　だれにも渡わたさない！　だから……」

　花形の顔は本ほん気きである。

「花形……？」

　怪け訝げんな表情の小樽に向かって、花形はふうとタメ息をついて言った。

「この島は珊さん瑚ご礁しようの島さ。ところが島ができた後でこのあたりはやたらと潮ちよう流りゆうが速くなったらしいんだ。それで下のほうはかなり浸しん食しよくされている。ちょうどワイングラスのように」

「それがどうした？」

「ま、まさか……？」

「そう。その浸食されたところを爆ばく破はすれば、この島は一いつ気きに沈しずんでしまうのさ」

「待て！　花形！」

「小樽クン、ボクと一いつ緒しよに死んでくれっ！　あの世で一緒になろうねっ！」

「わぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ、早まるな、花形！」

「ア・デュー」

　さわやかな笑えみを浮うかべると、花形は手にしていた小箱のスイッチを押おした。




　ドゴォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォン！




　轟ごう音おんとともに激げき震しんが襲おそう。

　島が大きく傾かたむいていた。

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

「きゃぁっ！」

　海水が大きく津つ波なみのように降ふりかかってくる。

「さあ、小樽クン、ボクたちはこれでどこまでも一緒さ」

「バカ野や郎ろう！」

「この海の中で二人は静かに……ガボッ、ガボッ……わーっ、しょっぱい！　やっぱり死にたくなぁ～い！」

「アホォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォッ！」

　小樽の罵ば声せいを残したまま、一同は海水に飲のみ込まれた。

　島は本当に沈しずんだ。




　　　　５




「ふぃぃぃぃぃ……ひどい目にあったぜ」

　青い空の下、小樽がいる。

　まだ海の上。筏いかだの上だった。

「なんかありそうだったんでね。筏を造つくっといてよかったよ」

　ティーゲルが言った。

　そう、一同はあの島の沈ちん没ぼつを見み事ごとに乗り切り、ティーゲルの造った筏で脱だつ出しゆつしたのだ。

　筏の上にはみんながいる。

　小樽、ライム、チェリー、ブラッドベリー、ティーゲル、ルクス、パンター……そして、なんと花形までもいる。

「ひ～ん、ひ～ん、ひ～ん……！」

　花形はどこまで涙なみだだか鼻はな水みずだかよだれだかわからないくらい、顔中ベトベトにして泣いていた。

　小樽が根こん負まけしたように言う。

「わかった、わかった……もう許ゆるしてやるから泣き止やめ！　男が泣き続けるのはみっともない」

「ふぉんとう（本当）？」

「ああ、もう怒おこってねえよ」

「ぐしっ……」

「まあ、考えてみればあたしらの小樽に対してやったことも似にたようなことだったし……花公も根こん性じようあるよな」

　なかばあきれたようにブラッドベリーが言った。

「ふえ～ん、小樽クン、ありがとう！」

「ただし！」

「えっ？」

「また当分おまえは荷に物もつ持ちだ！」

「ひ～ん、ひ～ん、ひ～ん、ひ～ん……！」







[image: ]







　花形の顔がまたグショグショになった。




　かくして、いろいろあったが、小樽たちはニューテキサスに針路をとる。

「だいぶ遅おくれちまった！　早いとこニューテキサスに行くぜ！」

「おう！」

　一同が手を挙あげて答える。

　その中で、小樽はライムを見た。

「小樽……？」

「ライム、今回はありがとな」

　くしゃくしゃっと、小樽がライムの頭を撫なでた。
















終章　再生への苦く悶もん










「小お樽たるはいよいよ最後の旅に発たったわ」

「ホンマにあの子はようやってるわ、ここまでは……」

「でもこれからが試し練れんのときね」

「三〇〇年止まっていた歴史が今動こうとしている」

「ゲルマニアの状じよう況きようはどう？」

「ファウストはすでに動いているわ。彼は頑がん固こなまでに自分の考えを通そうとしている」

「それはニューテキサスも同じ。ジョイ・ヒューリックのやっていることはとても認められないけど……」

「ペテルブルクにはもはや望のぞみはないわ」

「それはロマーナも同じこと」

「西安シーアンも自分からなにかするつもりはないみたい。王おう庸よう平へいは小樽に望みをかけている」

「家いえ安やすだけだったわね、オリジナルの考えを理解してくれたのは……」

「ホスト、オリジナルとの連れん絡らくは……？」

「いっさいなし……三〇〇年前のあの日からオリジナルは私たちとの回線を完全に断たっている。ただ……」

「ただ……？」

「小樽のことは知っているはず。なんといっても、彼女はこの世界のことをすべて知ることができるのだから」

「そうね。私たちのこの会話も彼女はわかっているかもしれない」

「あたしらはあの人に造られたんだからね。でも……なぜあたしらに擬ぎ似じの人格を植うえつけたんかな？」

「わからない……」

「気まぐれかもしれないわ」

「気まぐれ……？」

「もし私たちの持つ人格が彼女を元にしているのなら、彼女の気まぐれな気持ちもわかる」

「…………」

「オリジナルの怒いかりは解とけたんやろか？」

「それもわからない……」

「ホスト、前から疑問に思っていたことを聞くけど……彼女は生きてるの？」

「…………」

「…………」

「……生きている……はず」

「メソポタミア号から停止信号は出ていないということ？」

「そうよ」

「…………」

「小樽が彼女と会えることを祈いのるわ」

「彼女が唯ゆい一いつ残した道を小樽は歩いている……それが最後まで続けられるかどうか？」

「小樽ならきっと大だい丈じよう夫ぶだとうちは思うてる」

「そうだといいけど……」

「これがこの星の最後のチャンスとなるかもしれないわね」

「……そうね」

「もはや種しゆとしての生せい命めい力りよくは尽つきかけているわ。この異常な状態をなんとかしないと、未来はない」

「オリジナルはそれでもいいと考えている」

「あの人の考えを変えさせることは私たちにはできない。それができるのは今や小樽だけ」

「小樽が次に試練を受けるのは……？」

「ニューテキサス」

「小樽、がんばりや」

「私たちは小樽の道みち標しるべ……」

「私たち見守るだけ」

「それが私たちに課せられた使命……」

「そろそろ回線を切るわ」

「ええ」

「…………」

「………」

「……」

「…」







　物語終了時におけるジャポネスティックな座談会Ⅸ








ブラッドベリー「なんていったらいいか……その……」

チェリー「え、ええ……その……なんていったらいいか……」

ルクス「こ、困こまりましたわね……」

パンター「（乾かわいた笑い）あはははは……」

ライム「あれ？　どうしたの、みんな？　なんか弱ってるぅ！」




　　　　ＳＥ（キラキラキラ）




先の四人「うっ！」

ライム「ねえねえねえねえ！　なんで！」




　　　　ＳＥ（キラキラキラ）




ブラッドベリー「や、やめろ……そんな無む邪じや気きな顔であたしらを見るんじゃない！」

チェリー「無邪気さの輝かがやきを示す効こう果か音おんまで入れて……」

パンター「あ、あの『キラキラキラ』ってそういう意味の効果音だったのか……」

ルクス「ともかくやめて！　ライム、そんな顔して私たちを見ないで！　私たちは……私たちは……悪人なのよ！　汚けがれてしまっているのよぉぉぉっ！」

ライム「はにゃ？」

ルクス「私たちは小お樽たる様をだまそうとした大悪人……ああ、こんな私、もう生きている資格なんてないんだわ！　そうよ、罰ばつを……罰を受けなくては……。さあ、小樽様！　私を縛しばってください！　そしてぶって！　ああん、早くぅ！」

チェリー「そっちの世界に入るんじゃなぁい！　それじゃあ〝ＳＭガールズ〟がセイバーマリオネットガールズじゃなくて、まさに字じ面づらのとおりになっちゃうじゃないの！」

パンター「ルクス……ホント、おまえってそっち系になっちゃったよな」

ルクス「えっ？　そっち系って……？」

ブラッドベリー「お笑わらいとお色気担当……」

ルクス「（ガーン！）」

チェリー「冷静な頭脳セイバーの面おも影かげなし」

ブラッドベリー「それはおまえもだよ、チェリー」

チェリー「（ガーン！）」

ライム「あ、暗い！　ルクスとチェリー、なんか顔に縦線がいっぱい入って座すわり込んじゃったけどどうしたの？」

ブラッドベリー「ほっといてやってくれよ、ライム。いろいろあるんだよ、人生には……」

ライム「はにゃ？　よくわかんなぁい」

パンター「いいから、いいから……あははは……（乾いた笑い）」

ライム「はにゃあ？」




　　　　ＳＥ（キラキラキラキラキラキラキラキラキラ）




ブラッドベリー「ううう……無邪気光線がさらにパワーアップしてる」

パンター「オレたち……ホント今回、立場ねえなあ……」

ティーゲル「もうそのくらいにしとくのよ、ライム。みんなをからかうのは」

ライム「はーい！」

先の四人「（ツッコミ）からかってたのかい！」

ライム「にゃはははは、めんご、めんご」

ティーゲル「まあ、でもあんたたち、今回はからかわれてもしょうがないわよね」

先人の四人「反はん省せい……」

小樽「まあまあまあ、オレはもう全然気にしてないからよ」

ブラッドベリー「小樽ぅ」

チェリー「マスター……」

ルクス「小樽様ぁ……」




　　　　ＳＥ（ジィィィィィィィィィィィィィィィィン！）




ライム「あれ、今の効果音はなぁに？」

ティーゲル「四人は小樽の言葉に感動してるのよ」

ライム「わかりやすくて、便べん利りだね」

小樽「ともかく、ある意味、楽しかったぜ、今回の旅はよ」

チェリー「ホントですか？　結けつ構こうネタ考えるのに苦労したんです！」

ブラッドベリー「そうそう！　なんていうかマジカルバナナみたいでさ」

ルクス「次々とお話の続き作らないといけなかったし……」

パンター「オレも、オレも」

ルクス「あなたの場合はストレートだったけど」

チェリー「マスター、これも恋こいする少女の暴走ってことで許ゆるしていただけますか？」

小樽「あはは、いいよ、いいよ。ホントにもう気にしてないから」

チェリー「うれしいですぅ！」

ティーゲル「ともかく、もう今後は絶対にやっちゃだめよ、あーいうことは」

花はな形がた「まったくだ。以後、気をつけたまえ！」

全員で「おまえが言うなぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

ライム「はにゃ」









　あとがき




　ここに『セイバーマリオネットＪ』の第九巻をお送りします。

　今回の話、中休みってわけでもないんですけど、ひさかたぶりにギャグのオンパレードでした。おかげでシリアスな序章とのギャップが……。

　チェリーの専せん売ばい特とつ許きよ（？）であった妄もう想そうモードが他のメンバーにも波は及きゆうし、もうシッチャカメッチャカ。書いていて、実に楽しませてもらいました。

　ま、しかし、今回の主役といえば、なんといっても花はな形がたでしょう。腐くさっても花形。ギャグモードになったら誰だれにも負けません。

　ここのところ花形にあまり活かつ躍やくさせてなかったので、もう今回は好きにしていいよという感じで。彼も彼で本当に好きにしまくりましたね。いや、実際、ここまで化け物にしてしまってよかったのかというふうにも考えましたけど、彼のほうでどんどん勝かつ手てに化け物化が進行してしまう。やはり花形はどこまでいっても花形というわけで、とんでもないキャラを作ってしまったものです。

　ところで実は今回の話はもともと『我わが名なは花形』という、花形の一いち人にん称しよう小説用に考えていたネタでした。花形マニアというのは意い外がいに多くいらっしゃるようで、そうした方かた々がたに存ぞん分ぶんに花形を味わってもらおうと考えたのがこの短編。しかし、打ち合わせをしているうちに、そのネタがどんどん膨ふくらんで、結果的にこの無人島話ができあがってしまいました。棚たなからぼた餅もち。瓢ひよう簞たんから駒こま。『我が名は花形』というタイトル自体は実に気に入っていたんですけどね。

　花形はもうＯＶＡ『またまたセイバーマリオネットＪ』のほうでも大活躍で、ボクなどは毎回のセイバーたちの活躍よりも、花形を見るのが楽しみになってしまいました。花形に魂たましいを入れてくれた子安君に感かん謝しや。もっとも本人は、「あかほり作品に出るとお笑い系ばかりだ」とブーたれてましたけど。すまん、ホントはカッコイイのに。




　さて、セイバーマリオネットの面々も、実にはっきりと役割分担が決まってきて、生みの親としてはうれしい限りです。

　セクサドールズの三人が仲間になったとき、正しよう直じき早まったことをしたかなとも思いましたが、今となってはめでたしめでたし。

　そんな中で特に一人をあげるとすればやはりティーゲルでしょう。

　ティーゲルはアニメ版のほうでも特別扱あつかいとなっていましたが、彼女のキャラは、動かす側からすると、やはり引き立てやすいのです。持って生まれたスター性とでもいいますか。

　もちろん、ボクにとっては全員かわいい娘たちですから、だれを贔屓ひいきするというわけでもないんですけど。

　それでもティーゲルが今後、他の者より重要な役割を担になっていくことは否定しません。

　彼女の活躍にぜひ注目を。




『セイバーマリオネットＪ』の旅はいよいよ本題に入っていきます。

　今後、少し暗めの話が連続するかもしれませんが、彼女たちの生いき様ざまを描えがくためにはどうしても必要なことです。

　最後までどうかおつきあいくださいませ。




　では、恒こう例れいのありがとう宣せん言げんを。

　ことぶきさん、いつもいつも原げん稿こうの遅おそいボクにつきあってくれてありがとうございます。といっても、無む理り矢や理り付き合わせてるだけかもしれませんが。なるべく早くアップするように努力しますね。

　これは編集の山田君にも言わなければならないことですが。ホント、山田君、毎回毎回遅くてごめんね。

　読者の皆みな様さま、『セイバーマリオネットＪ』を応おう援えんしてくれてありがとう。これからもよろしくね。





一九九八年六月　あかほりさとる






【追伸】『セイバーマリオネットＪ』のメディアでの展開はまだまだ続く模も様よう。詳しよう細さいはそのうちに。




【追伸の追伸】『セイバーマリオネットＪ』のコミック版のほうも絶好調だ。単行本も出ているので、こちらのほうもよろしく。




【追伸の三乗】角川スニーカー文庫のほうの『ＭＡＺＥ☆爆熱時空』は無ぶ事じ完結。よろしければこちらのほうも見てね。




【追伸の四乗】その角川スニーカー文庫のほうの新作は『源平伝ＮＥＯ』。源氏と平氏が戦う学園モノ……の予定。『ザ・スニーカー』に第零ゼロ話が載のるので読んでね。




【追伸の五乗】今年は新しん企き画かくを他にもやる予定。できなかったら怖こわいので、ここではまだ言わないけど。




【追伸の六乗】今年はどこにも行けない……シクシク。
















　初　出




月刊ドラゴンマガジン

　１９９７年12月号～１９９８年４月号










ＳＭガールズ




セイバーマリオネットＪ




９．無む人じん島とう☆乙女おとめ大だい作さく戦せん！








あかほりさとる
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